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「
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書
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所
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異
国
関
連
図
像

　

お　

わ　

り　

に

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
で
注
目
す
る
「
諸
品
新
聞
書
」
と
は
、
尾
張
徳
川
家
十
四
代
当
主
徳
川
慶
勝
の

手
に
掛
か
る
全
四
冊
の
文
書
で
あ
る
。
巻
一
・
二
・
三
・
五
が
現
存
し
て
お
り
、
巻
四

は
所
在
不
明
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
慶
勝
が
収
集
し
た
絵
図
や
摺
物
な
ど
を
貼
り
込

ん
だ
帖
で
、
い
わ
ば
慶
勝
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
と
い
え
る
。「
新
聞
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
勝
は
、
文
字
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
絵
画
や
瓦
版
な
ど
の
図
像

か
ら
も
時
事
情
報
を
得
て
、
自
身
の
行
動
の
指
針
と
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
な
か
に
は
慶
勝
自
身
が
画
い
た
絵
図
も
あ
る
。

こ
の
帖
に
は
、
興
味
・
関
心
の
赴
く
ま
ま
に
慶
勝
が
収
集
し
た
画
が
、
順
不
同
に
貼

付
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
画
像
情
報
に
対
す
る
慶
勝
の
関
心
度
が
判
明
す
る
。
本

稿
で
も
、
こ
の
点
に
着
目
し
て
い
き
た
い
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
は
博
物
学
の
視
点
で
紹

介
さ
れ
た
り
、
慶
勝
が
総
督
を
務
め
た
第
一
次
長
州
戦
争
な
ど
、
時
勢
に
関
す
る
風
刺

画
の
収
集
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
。

た
だ
し
、
本
帖
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
画
で
最
も
多
い
の
は
、
異
国
情
報
に
関
す
る
も

の
で
、
と
り
わ
け
二
度
に
亘
る
ペ
リ
ー
来
航
と
そ
こ
か
ら
惹
起
さ
れ
た
海
防
・
軍
事
に

関
わ
る
図
像
は
、
数
量
に
お
い
て
も
群
を
抜
い
て
い
る
。
慶
勝
の
関
心
お
よ
び
情
報
収

集
の
観
点
か
ら
は
、
到
底
看
過
で
き
な
い
画
像
群
で
あ
る
。

ペ
リ
ー
来
航
を
め
ぐ
る
慶
勝
の
情
報
収
集
活
動
と
い
え
ば
、「
阿
蘭
陀
機
密
風
説
書
」

（
別
段
風
説
書
）の
収
集
・
筆
写
な
ど
、
そ
の
予
告
情
報
に
注
目
し
た
岩
下
哲
典
氏
の
研

（
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介
を
兼
ね
て

─



徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
関
す
る
一
考
察

八
四

究
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
帖
か
ら
は
、
ペ
リ
ー
来
航
後
も
慶
勝
は
関
連

情
報
の
収
集
に
余
念
が
な
か
っ
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
来
航
後
の
ほ
う

が
、
情
報
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
た
よ
う
に
す
ら
思
え
る
。
本
帖
の
存
在
か
ら
、
慶

勝
は
、
ペ
リ
ー
来
航
や
異
国
関
連
の
図
像
を
取
り
ま
と
め
、
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
よ

う
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
仕
立
て
、
そ
れ
を
最
終
的
に
「
諸
品
新
聞
書
」
と
命
名
し

た
も
の
と
看
取
で
き
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
帖
に
は
文
久
・
元
治
期
の
風
俗
・
時

勢
に
関
す
る
図
像
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、何
時
本
帖
に
標
題
が
付
け
ら
れ
、

現
存
す
る
情
態
に
な
っ
た
の
か
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
う
し
た
問
題
も
あ
る
の

だ
が
、
こ
の
「
諸
品
新
聞
書
」
に
集
積
さ
れ
た
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
は
、
こ
れ
ま
で

十
分
に
活
用
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
本
稿
で
注
目
す
る
所
以
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
の
分
析
で
は
、
仙
台
藩
儒
大
槻
磐
渓
が
ま
と
め

た
「
金
海
奇
観
」
乾
坤
二
巻
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
金
海
奇
観
」
に

収
録
さ
れ
た
画
像
の
制
作
者
や
そ
の
伝
播
を
分
析
し
た
嶋
村
元
宏
氏
の
研
究
は
注
目
で

き
る
。「
金
海
奇
観
」
は
、ペ
リ
ー
再
来
航
時
の
状
況
を
ま
と
め
た
絵
巻
で
あ
る
。
嶋
村

氏
は
、
そ
の
制
作
に
関
わ
っ
た
人
物
に
は
、
昌
平
黌
出
身
者
と
い
う
共
通
項
が
あ
っ
た

と
し
、
画
像
情
報
の
伝
播
に
お
い
て
も
儒
者
人
脈
が
作
用
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

と
は
い
え
、「
金
海
奇
観
」
の
よ
う
に
、
ペ
リ
ー
来
航
に
関
わ
る
図
像
の
制
作
者
を

特
定
で
き
る
例
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
む
し
ろ
特
定
は
困
難
と
い
え
る
。
大
久
保
利
謙

監
修
『
黒
船
来
航
譜
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
）は
、
鳥
取
池
田
家
・
長
府
毛
利
家
・

津
山
松
平
家
・
越
前
松
平
家
・
松
代
真
田
家
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
名
家
に
伝
来
し
た

ペ
リ
ー
来
航
関
連
絵
巻
や
図
を
多
数
掲
載
し
た
充
実
し
た
図
鑑
で
あ
る
が
、
図
像
制
作

者
に
関
し
て
は
、
岩
壁
義
光
氏
が
解
説
で
指
摘
し
た
と
お
り
と
い
え
よ
う
。

岩
壁
氏
の
指
摘
は
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
図
像
に
お
い
て
も
当
て

は
ま
る
。
し
か
し
、
本
帖
に
貼
ら
れ
た
絵
図
類
は
、
尾
張
家
に
伝
来
し
、
し
か
も
当
主

慶
勝
の
目
に
触
れ
、
さ
ら
に
慶
勝
に
よ
っ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
仕
立
て
ら
れ
た
と

い
う
点
で
、
独
自
の
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
来
航
に
関
す
る
慶
勝
の
情

報
収
集
活
動
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
慶
勝
の
興
味
・
関
心
お

よ
び
個
性
を
追
究
す
る
上
で
も
、
極
め
て
有
効
な
史
料
群
な
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
「
諸
品
新
聞
書
」
の
成
立
に
関
わ
る
点
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
言

及
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
関
連
文
書
と
つ
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
貼
付
図
像

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
慶
勝
の
興
味
・
関
心
と
い
っ
た
点
も
重
視
し

て
い
く
。

な
お
、
嘉
永
・
安
政
期
に
お
い
て
は
、
慶
勝
の
諱
は
「
慶
恕
」
で
あ
る
が
、
本
稿
で

は
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
慶
勝
」
で
統
一
す
る
。
ま
た
、
文
中
に
引
用
し
た

史
料
の
読
点
、
傍
注
、
傍
線
、
傍
点
な
ど
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
　「
諸
品
新
聞
書
」
の
基
本
情
報

冒
頭
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
諸
品
新
聞
書
」
は
巻
一
・
二
・
三
・
五
の
全
四
冊

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
は
別
の
標
題
を
持
つ
帖
で
あ
っ
た
こ
と
を

ま
ず
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、「
諸
品
新
聞
書
」
と
い
う
書
名
は
、
帖
に
直
接
書
か
れ
た
書
名
で
は
な
く
、

貼
り
付
け
ら
れ
た
題
簽
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
題
簽
の
筆
は
慶
勝
に
よ
る
。
た
だ
し
、

よ
く
見
る
と
題
簽
の
下
に
は
、
本
帖
の
本
来
の
標
題
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
巻

一
・
二
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
慶
勝
の
手
で
「
諸
画
縮
図
」
と
記
さ
れ（
図
1
参
照
）、
同
様
に
、

巻
三
も
「
海
国
図
絵
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
巻
五
の
場
合
は
、
帖
に
直
接
「
諸
品
新
聞

書　

五
」
と
墨
書
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
慶
勝
は
、
あ
る
時
点
で
、
絵
図
を
貼
り
付
け
た

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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帖
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
、
か
つ
て
集
積
し
た
「
諸
画
縮
図
」
二
冊
と
「
海
国
図
絵
」

一
冊
も
、
併
せ
て
「
諸
品
新
聞
書
」
と
し
、
一
括
し
た
も
の
と
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
巻
五
所
収
の
図
像
は
、
元
治
元
年（
一
八
六
四
）の
時
勢
に
関
す
る
摺
物
や
絵

図
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
水
戸
天
狗
党
の
進
軍
に
関
わ
る
美
濃
国
周
辺
図
や
、「
広
嶋

御
宿
陣
附
」「
安
芸
厳
島
神
社
図
」「
防
州
岩
国
錦
帯
橋
図
」「
安
芸
国
銀
札
」
な
ど
、

第
一
次
長
州
戦
争
時
の
広
島
滞
陣
中
に
慶
勝
が
収
集
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
「
諸
品
新
聞
書
」
が
一
括
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
慶
応
期
以
降
と

と
想
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
巻
五
の
貼
付
図
像
も
興
味
深
い
の
だ
が
、
本
稿
で

注
目
す
る
ペ
リ
ー
来
航
お
よ
び
異
国
関
連
情
報
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
の
で
、
巻
五
は

別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
。

そ
の
意
味
で
、
本
稿
で
は
異
国
関
連
図
像
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
「
諸
品
新
聞
書
」

巻
一
・
二
・
三
を
中
心
に
取
り
扱
う
。
こ
の
三
冊
が
も
と
も
と
別
物
で
あ
っ
た
こ
と

図1　「諸品新聞書」巻一
左側題簽の下に「諸画縮図」と見える。

は
、
前
述
し
た
よ
う
な
旧
名
の
違
い
か
ら
も
わ
か
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
慶
勝
所
用
の
文

庫
に
別
々
に
収
納
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
諸
品
新
聞
書
」
巻
三（「
海
国
図
絵
」）の

裏
表
紙
に
、「
ク
ツ
ワ
印
」
と
慶
勝
筆
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
慶
勝
の
御
手
許
文

庫
の
種
類
を
指
し
て
い
る
。

慶
勝
に
は
複
数
の
「
御
側
御
書
物
目
録
」
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
折
に
触
れ

て
御
手
許
文
庫
の
整
理
を
し
て
い
た
こ
と
の
現
れ
と
推
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
御
側

御
書
物
目
録
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
七
三
・
一
、
以
下
Ａ
と
す
る
）に
よ
る
と
、
慶
勝
に
は

「
朱
丸
印
御
本
箱
」「
白
丸
印
御
本
箱
」「
黄
丸
印
御
本
箱
」「
黒
丸
印
御
本
箱
」「
轡
印

御
本
箱
」「
朱
竹
御
本
箱
」「
白
丸
黒
星
印
御
本
箱
」「
御
筆
箱
入
」「
波
濤
御
文
庫
」「
朱

丸
星
黒
印
御
箱
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
御
手
許
文
庫
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
別
の

「
御
側
御
書
物
目
録
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
七
三
・
二
、
以
下
Ｂ
と
す
る
）に
は
、「
葵
御
箱
」

「
馬
御
箱
」「
朱
丸
御
本
箱
」「
白
丸
御
本
箱
」「
轡
印
御
本
箱
」「
黄
丸
御
本
箱
」「
大
御

本
箱
」「
弓
矢
御
本
箱
」「
六
番
御
本
箱
」「
銀
之
御
箪
笥
入
」「
用
箱
」「
別
箱
」「
波
ノ

御
文
庫
」「
金
之
御
箪
笥
入
」「
新
本
箱
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
Ａ
と
同
様
の
「
御
本
箱
」

の
他
に
も
多
く
の
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
Ａ
に
は
書
物
の
入
れ
替
え
を
示
す

註
記
が
あ
っ
た
り
、
慶
勝
に
よ
っ
て
「
不
見
」
と
記
載
さ
れ
た
書
物
も
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
が
整
理
の
痕
跡
と
い
え
る
。

裏
表
紙
に
「
ク
ツ
ワ
印
」（
轡
印
）と
記
さ
れ
た
「
海
国
図
絵
」（
の
ち
の
「
諸
品
新
聞
書
」

巻
三
）は
、
実
際
に
は
Ａ
・
Ｂ
の
「
轡
印
御
本
箱
」
に
は
記
載
さ
れ
ず
、
Ａ
「
白
丸
印

御
本
箱
」
と
Ｂ
「
白
丸
御
本
箱
」
に
収
納
さ
れ
て
い
た（
表
1
参
照
）。
裏
表
紙
の
墨
書

は
、
慶
勝
が
「
海
国
図
絵
」
を
「
白
丸
御
本
箱
」
か
ら
「
轡
印
御
本
箱
」
へ
と
、
入
れ

替
え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、「
諸
品
新
聞
書
」
巻
一
・
二
の
旧
名
で
あ
る
「
諸
画
縮
図
」
は
、
Ａ
に
記
載

は
な
く
、
Ｂ
記
載
の
「
弓
矢
御
本
箱
」
に
記
載
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ａ
の
後
に
Ｂ

（
10
）
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が
ま
と
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
Ａ
記
載
の
「
朱
丸
星
黒
印
御

箱
」
に
収
納
さ
れ
て
い
た
絵
図
が
、「
諸
画
縮
図
」（
の
ち
の
「
諸
品
新
聞
書
」
巻
一
）に
貼

り
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

表
2
に
Ａ
記
載
の
「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
に
収
納
さ
れ
て
い
た
書
物
・
図
と
、
こ
の

箱
に
収
納
さ
れ
て
い
た
図
と
同
様
の
図
が
収
納
さ
れ
て
い
る
Ｂ
記
載
の
「
弓
矢
御
本

箱
」
の
一
覧
を
示
し
た
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
の
3
「
陣
立　

十
二
枚
」、
5
「
遍
法
銃
車　

一
」、
12
「
日
本
製
バ
ツ
テ
ー
ラ　

一
」、
23
「
ク
シ
ユ

ン
コ
タ
ン
台
場
之
図　

一
枚
」、
27
「
柳
都
海
岸
略
図　

一
枚
」
は
、「
諸
画
縮
図
」
に

貼
り
付
け
ら
れ
た
図
で
あ
る
。
Ｂ
「
弓
矢
御
本
箱
」
に
は
、
表
記
は
違
う
も
の
の
、
Ａ

「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
に
収
納
さ
れ
て
い
た
図
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
が
、
上
記
の
五
点
は
見
ら
れ
ず
、
恐
ら
く
、
Ｂ
「
弓
矢
御
本
箱
」
に
あ
る
28

「
諸
画
縮
図
」
に
一
括
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
Ａ
の
27
「
柳
都
海
岸
略
図
」

は
Ｂ
の
12
「
海
岸
略
」
と
同
様
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
図
は
摺
物
で

あ
る
。
同
じ
も
の
が
複
数
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
の
他
、「
朱
丸
星

黒
印
御
箱
」
に
あ
っ
て
、「
弓
矢
御
本
箱
」
に
収
納
さ
れ
て
い
な
い
図
で
、
7
「
蘭
船

　

一
」、
10
「
異
船
絵
図
面　

一
袋
」、
19
「
蝦
夷
図　

五
枚
」、
22
「
品
川
築
嶋
之
図
」

も
、「
諸
画
縮
図
」
に
一
括
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
に
「
諸
画
縮
図
」
か
ら
は

こ
れ
ら
の
図
を
多
く
見
出
せ
る
が
、
ど
れ
が
「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
に
あ
っ
た
図
な
の

A「御側御書物目録」
（旧蓬左126-73・1）所収

B「御側御書物目録」
（旧蓬左126-73・2）所収

駿府疑問　一 国郡全図
明君（訓）一斑抄　一 傷寒論
公義御家并三卿方家譜　一 尾系譜
赤坂書并諫争録（竹腰正富書付）　二 祝融防
薩厘書面　一 防禦
柳営秘書　一
　＊「不見」と記載 一斑抄（明訓一斑抄）

新論　一 駿州疑問
防禦　一 戊戌封事
戊戌封事　一 新論
阿蘭陀機密風説　一 赤心秘書
鷹覚書　一 鷹名
存慮之趣　一 摂上書写（四谷御建白）
祝融防禦　一 御城書抜
市邸疑問　一
　＊「御下書ナリ」と記載 拾字

霜楓記　一
　＊「内密書也　御表紙楓葉」と
　　　記載

手引草（海防手引草）

拾字　一 御系譜
日本史書抜并諸留　一 御花押
唐国兵乱　一
　＊「横本小冊」と記載 諫争録

美濃守建白写　一
　＊「同（横本小冊）」と記載 春夢録

四谷家系譜　一 兵部書
赤心秘書　四 野鉄砲
四谷御建白　一 角建白写
欲出不出　一 和蘭風説
角邸御建白　一 蘭人密説
国郡全図　二 存慮覚
野鉄砲　一 薩厘書
傷寒論　一 海国図絵
春夢録　一

（徳川斉昭宛徳川慶勝書翰） 浮世有様

張州記　二 世続一世紀
浮世有様　一 結城寅寿
大日本海防策　一 尾張系譜
建白草稿　二
十一ヶ条草稿　一

（阿部正弘宛徳川慶勝質問状）
覚書　一
勝繰合算　一
海国図絵　一
蘇莫者　一
龍笛穴名　一
秦壽手記写　一
街談　一
御花押留　一
海防手引草　一
第十一ヶ条目草稿　一
　＊「重書」記載

〔表1〕「白丸印御本箱目録」
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か
、
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。

参
考
ま
で
に
、
慶
勝
の
「
日
記
」
に
「
諸
画
縮
図
」
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
引
用
し
よ
う
。
安
政
三
年（
一
八
五
六
）五
月
七
日
の
記
事
で
あ
る
。

一
、
頰
白
か
わ
り
、
一
昨
日（
五
日
）一
覧
、
見
事
、
依
写
さ
せ
置
、
大
坂
江
持
行

よ
し
、
鳥
屋
之
は
な
し
之
事

　
　
　
　

画
工　

横
井
猪
右
衛
門

　

諸
画
縮
図

0

0

0

0

ニ0

張
置

0

0

引
用
部
分
は
、
註（
4
）で
示
し
た
「
ミ
ヤ
マ
ホ
ウ
シ
ロ
」
の
写
生
に
関
す
る
記
事
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
政
三
年
五
月
五
日
に
珍
し
い
頬
白（
ホ
オ
ジ
ロ
）を
一
覧
し
た
慶

（
11
）

Ａ「朱丸星黒印御箱目録」 Ｂ「弓矢御本箱」
1 大日本海　　一 1 大樹公御召
2 外夷旗章　　一 2 浦賀軍船
3 陣立　帙入　十二枚 3 家老用人順書
4 丙丁録　　一 4 外国旗印
5 遍法銃車　　一 5 長沼軍法
6 師崎図　　二 6 軍法
7 蘭船　　一 7 師崎
8 火輪船　　一 8 大日本海
9 西洋舶半裁図解　　一 9 浦賀図
10 異船絵図面　　一袋 10 路程
11 蕃舶之図 袋入　　四 11 火輪船
12 日本製バツテーラ　　一 12 海岸略
13 浦賀之図　　二 13 内裏
14 墨夷之図　　一 14 フレガツト船
15 異品　　一 15 丙丁録
16 米利幹舶八艘加奈川入津之図　一 16 蕃舟
17 異人行列　　一 17 輿地
18 亜墨利加一条内密書　　一 18 備立
19 蝦夷図　　五枚 19 丸々
20 御備立　図四枚　書付一枚　五枚 20 異品一巻
21 異国船警衛之図　袋入　　五枚 21 異人巻物
22 品川築嶋之図　　一枚 22 加奈川入津
23 クシユンコタン台場之図　　一枚 23 彼里（ペリー）
24 算術九之帰法　　一枚 24 行軍
25 路程便覧　　一枚 25 異人ノコト十三日
26 御餞別御出来物覚　　一枚 26 ケーキトイン戦船
27 柳都海岸略図　　一枚 27 師家名 二
28 桑名侯上書　　一 28 諸画縮図 二
29 日本輿地全図　　一 29 騎射小手

30 秘伝書
31 西洋舶図
32 尾師家名前
33 内密
34 貌里瓦垤陣
35 鷹捉
36 常平倉千ノ右衛門
37 真写影鏡説

〔表2〕御側御書物目録

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な
い
。

要
す
る
に
、
慶
勝
が
所
持
し
て
い
た
絵
図
類
は
、
も
と
も
と
個
別
に
御
手
許
文
庫
に

収
納
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
る
段
階
で
絵
図
の
一
部
が
「
諸
画
縮
図
」
と
題
さ
れ
た
帖
に

貼
り
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
が
の
ち
に
「
海
国
図
絵
」
と
と
も
に
「
諸
品
新
聞
書
」
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

二
　「
諸
品
新
聞
書
」
所
収
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像

そ
れ
で
は
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
付
さ
れ
た
図
像
を
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。
参

勝
は
、
横
井
猪
右
衛
門
に
そ
の
鳥
の
写
生
を

命
じ
た
。
横
井
は
「
画
工
」
と
あ
る
が
、
こ

の
時
御
小
納
戸
兼
鷹
匠
頭
を
務
め
て
お
り
、

専
門
の
絵
師
で
は
な
い
。
し
か
し
、
画
に
も

通
じ
て
い
た
こ
と
は
、
写
実
的
な
描
写
か
ら

も
う
か
が
え
る
。
そ
の
画
を
慶
勝
は
、「
諸

画
縮
図
」
に
貼
付
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
諸

画
縮
図
」
の
標
題
を
持
つ
帖
は
、
安
政
三
年

五
月
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。以

上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
Ａ
「
御
側

御
書
物
目
録
」
の
後
、
安
政
三
年
五
月
前
ま

で
に
Ｂ
「
御
側
御
書
物
目
録
」
が
作
成
さ
れ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
、
本
稿
は
「
御

側
御
書
物
目
録
」
そ
の
も
の
を
直
接
分
析
す
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考
ま
で
に
、「
諸
品
新
聞
書
」
巻
一
〜
三
の
図
像
目
録
を
、
文
末
に
付
表
1
〜
3
と
し

て
提
示
し
た
。
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
ず
、
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）の
ペ
リ
ー
来
航
と
翌
年
の
再
来
航
に
関
わ
る
図
像
に

注
目
す
る
。
な
お
、
巻
一
の
後
半
部
分
に
あ
る
元
治
元
年（
一
八
六
四
）の
京
都
風
俗
に

関
す
る
摺
物
・
風
刺
画
な
ど
に
つ
い
て
は
、
巻
五
と
同
様
、
稿
を
改
め
た
い
。

最
初
に
、
前
提
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
慶
勝
は
ペ
リ
ー
来
航
も
再
来
航

も
い
ず
れ
と
も
名
古
屋
で
迎
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
慶
勝
は
、
嘉
永
六
年
三
月
二
日

に
江
戸
を
出
立
し
、
同
一
一
日
に
名
古
屋
に
到
着
、
こ
の
間
六
月
三
日
に
ペ
リ
ー
が
浦

賀
に
来
航
し
、
九
日
に
久
里
浜
で
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
国
書
の
受
け
渡
し
が
あ
っ
た
。

七
月
頃
、
慶
勝
は
、
老
中
阿
部
正
弘
に
宛
て
た
書
状
で
、
異
船
の
動
き
は
計
り
が
た

い
、
江
戸
近
海
の
み
に
力
を
尽
く
し
て
、
意
外
な
場
所
へ
来
航
さ
れ
て
は
大
変
、
領
国

の
周
辺
は
京
都
・
伊
勢
神
宮
な
ど
「
大
切
之
要
地
」
も
あ
る
。
在
国
し
て
「
鎮
護
」
す

る
心
得
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
慶
勝
が
名
古
屋
を
発
っ
た
の
は
、
翌
嘉
永
七
年
三
月

二
日
で
あ
る
。
す
で
に
ペ
リ
ー
は
こ
の
年
の
正
月
一
六
日
に
再
来
航
し
、
三
月
三
日
に

神
奈
川
条
約（
日
米
和
親
条
約
）が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
日
前
の
出
立
で
あ
る
。

江
戸
に
到
着
し
た
の
は
三
月
一
三
日
で
、
ペ
リ
ー
が
江
戸
湾
を
離
れ
た
の
は
三
月
二
一

日
で
あ
っ
た
。
江
戸
到
着
後
、
慶
勝
は
対
外
問
題
に
対
し
て
幕
閣
に
強
硬
論
を
主
張
す

る
な
ど
、
活
発
な
政
治
活
動
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
）　

久
里
浜
上
陸
図

ペ
リ
ー
来
航
に
関
す
る
図
像
情
報
は
、
再
来
航
時
に
く
ら
べ
て
著
し
く
少
な
い
と
い

う
指
摘
が
あ
る
。
幕
閣
や
一
部
の
有
識
者
以
外
は
「
突
然
」
の
出
来
事
で
あ
っ
た
こ

と
、
滞
在
期
間
が
わ
ず
か
一
〇
日
間
で
あ
っ
た
こ
と
、
ペ
リ
ー
が
公
の
場
に
現
れ
た
の

が
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
国
書
を
捧
呈
す
る
た
め
に
久
里
浜
に
上
陸
し
た
一
度
だ
け
で

あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
首
肯
で
き
る
指
摘
で
あ

る
。「
諸
品
新
聞
書
」
所
収
の
絵
図
に
お
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

一
方
で
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
ペ
リ
ー
来

航
関
係
の
図
像
は
、
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
文
献
史
料
を
見
出
せ
る
貴
重
な
画
像
史
料

で
も
あ
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
諸
品
新
聞
書
」
巻
二（
付
表
2
）に
貼
付
さ
れ
た
23
・
24
は
、
六
月
九
日
に
ペ
リ
ー

一
行
が
大
統
領
国
書
を
捧
呈
す
る
た
め
に
久
里
浜
に
上
陸
し
た
時
の
絵
図
で
あ
る
。

23
は
彩
色
略
図
で
あ
る
。
海
上
に
は
「
蒸
気
船
」
と
「
フ
レ
カ
ツ
ト
船
」
の
記
載
が

あ
り
、「
蒸
気
船
」
の
左
下
に
は
、「
将
官
ハ
ツ
テ
イ
ラ
船
ヘ
乗
移
ヨ
リ
、
久
里
浜
着
岸

迄
空
炮
十
三
四
発
、
上
陸
人
数
三
百
人
ハ
ツ
テ
イ
ラ
船
十
四
艘
に
而
上
ル
」
と
説
明
書

き
が
あ
る
。
海
上
に
は
忍
藩
と
会
津
藩
が
警
備
し
、
海
岸
で
川
越
藩
と
彦
根
藩
が
警
備

し
て
い
る
な
か
を
、
ペ
リ
ー
一
行
が
蛇
行
し
て
仮
応
接
所
に
入
場
し
て
い
く
様
子
を
図

示
し
て
い
る
。
左
側
に
は
、
仮
応
接
所
内
部
の
拡
大
図
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

24
は
、
標
題
に
「
嘉
永
六
癸
丑
年
六
月
九
日
、
於
相
州
久
里
浜
浦
浦
賀
奉
行
北
亜
墨

利
加
船
共
和
政
治
州
国
王
ヨ
リ
ノ
書
簡
請
取
ニ
付
、
異
人
上
陸
之
図
四
家
御
固
ノ
図
」

と
あ
る
。
標
題
は
異
な
る
も
の
の
、
海
岸
で
警
備
す
る
「
彦
根
勢
陸
陣
」
が
中
央
に

画
か
れ
た
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
「
ペ
リ
ー
浦
賀
来
航
図
」
と
構
図
が
同
じ
彩
色
図
で
あ

る
。
た
だ
し
、
24
に
は
雲
形
が
描
か
れ
、
彦
根
城
本
よ
り
も
色
合
い
が
鮮
や
か
で
あ

る
。
そ
の
一
方
、
24
に
は
彦
根
城
本
に
あ
る
四
藩
の
警
衛
人
数
な
ど
は
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。

「
諸
品
新
聞
書
」
巻
三（
付
表
3
）の
49
─
1
〜
3
も
、
ア
メ
リ
カ
人
の
久
里
浜
上
陸

に
関
わ
る
絵
図
で
、
ア
メ
リ
カ
人
の
行
列
の
様
子
、
浦
賀
奉
行
の
備
図
、
ア
メ
リ
カ
蒸

気
船
図
の
三
点
で
あ
る（
図
2
）。「
ア
メ
リ
カ
人 

久
里
浜
上
陸 

惣
人
数 

五
百
余
人
」（
図

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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2
①
）、「
久
里
浜
陣
推 

惣
人
数
千
百
余
人
」（
図
2
②
）な
ど
と
、
人
数
に
誤
り
が
あ
る

が
、
人
数
の
誤
報
も
含
め
て
こ
の
図
は
多
く
出
回
っ
て
い
た
よ
う
で
、
前
掲
『
黒
船
来

航
譜
』
に
も
類
本
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
49
は
南
部
家
伝
来
の

「
外
国
人
軍
事
図
巻
」（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
）に
所
収
さ
れ
る
図
に
近
似
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
49
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
文
書
が
尾
張
家
に
伝
来
し
て
い
る
。

江
戸
に
い
る
付
家
老
竹
腰
正
富
が
、
嘉
永
六
年
八
月
二
二
日
付
で
慶
勝
宛
て
に
差
し
出

し
た
書
状
で
あ
る
。
該
当
部
分
を
引
用
し
よ
う
。

当
六
月
、
米
人
浦
賀
久
里
浜
と
申
所
江
上
陸
、
願
書
浦
賀
奉
行
請
取
申
候
節
、
夷

人
之
行
列
并
奉
行
共
供
立
并
蒸
気
船
之
図
、
浦
賀
与
力
之
者
図
ニ
扣
へ
置
候
を
借

り
受
写
候
由
ニ
而
、
其
比
浦
賀
へ
参
り
合
居
候
者
よ
り
借
り
申
候
間
、
写
取
御
慰
ニ

奉
入
御
覧
候
、
源
書
至
而
之
粗
図
、
其
侭
ニ
写
申
候
間
、
甚
見
苦
敷
奉
恐
入
候
、
ヶ

様
之
図
所
々
よ
り
入
御
覧
候
儀
と
は
奉
存
候
得
共
、
現
在
之
図
故
是
又
御
慰
ニ
と

奉
入
御
覧
候
事
ニ
御
座
候
、
猶
又
何
か
珍
敷
義
承
り
候
ハ
ヽ
可
奉
申
上
候

こ
れ
に
よ
る
と
、
竹
腰
は
、
浦
賀
奉
行
与
力
が
画
い
た
ア
メ
リ
カ
人
久
里
浜
上
陸
に

関
わ
る
図
を
、
浦
賀
に
出
向
い
た
者
か
ら
借
り
た
と
の
こ
と
で
、
名
古
屋
に
い
る
慶
勝

（
17
）

（
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）

②　久里浜陣図（付表3─49─2）

③　アメリカ蒸気船図（付表3─49─3）

図2①　アメリカ人久里浜上陸図（付表3─49─1）
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の
「
御
慰
」
み
に
と
「
写
取
」
っ
た
と
い
う
。
元
の
図
は
「
粗
図
」
で
あ
っ
た
が
、
竹

腰
は
「
其
侭
ニ
写
」
し
た
と
い
う
。
文
言
か
ら
は
、
竹
腰
自
身
が
写
し
取
っ
た
よ
う
に

も
読
め
る
が
、
図
2（
付
表
3
─
49
）に
書
か
れ
た
文
字
の
筆
跡
は
、
竹
腰
の
も
の
と
は

認
め
難
い
。
し
か
し
そ
の
図
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
行
列
図
、
浦
賀
奉
行
の
備
図
、
蒸
気

船
の
図
、
計
三
点
で
あ
り
、
図
2
と
共
通
し
て
い
る
の
は
無
視
で
き
な
い
。
も
し
図
2

が
、
竹
腰
の
書
状
に
あ
る
図
三
点
と
同
じ
も
の
な
ら
、
竹
越
が
何
者
か
に
命
じ
て
写
さ

せ
た
図
と
い
う
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
多
く
の
類
本
が
あ
る

図
と
は
い
え
、
竹
腰
が
関
与
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
貴
重
な
図
像
資
料
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

書
状
に
は
、「
ヶ
様
之
図
所
々
よ
り
入
御
覧
候
儀
と
は
奉
存
候
得
共
」
と
記
載
さ
れ

る
よ
う
に
、
竹
腰
は
慶
勝
の
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
図
像
情
報
が
伝
達
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
珍
敷
義
」
が
あ
っ
た
ら
伝
達
す
る
と
慶
勝

に
伝
え
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
に
い
る
竹
腰
は
、
慶
勝
の
情
報
収
集
活
動
に
不
可
欠
な

存
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　
　
　
（
二
）　

江
戸
湾
防
備
関
連
図

標
題
の
図
に
つ
い
て
は
、「
諸
品
新
聞
書
」
巻
一（
付
表
1
）の
26
・
27
の
海
防
図（
摺

物
）、
同
書
巻
二（
付
表
2
）の
25
・
34
の
川
越
藩
の
相
州
台
場
図
と
、
各
巻
に
貼
付
さ
れ

た
品
川
台
場
図
が
あ
る
。

付
表
1
─
27
「
柳
都
海
岸
略
図
」
が
、
も
と
も
と
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
「
朱
丸
星
黒

印
御
箱
」
に
収
納
さ
れ
て
い
た
図
で
、後
に
「
諸
画
縮
図
」
に
貼
付
さ
れ
、さ
ら
に
「
諸

品
新
聞
書
」
に
一
括
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
付
表
1
─
26
「
江
ノ
島
鎌
倉
道
中
記
」
に
注
目
し
た
い（
図
3
・
口

図3　江ノ島鎌倉道中記（付表1─26）
本多越中守一行による江戸湾巡見の探索書に添えられた別紙
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絵
1
）。

こ
の
図
は
、
浮
世
絵
師
・
景
斎
英
寿（
生
没
年
不
詳
）に
よ
る
錦
絵
で
、
板
元
は
有
名

な
通
油
町（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
）の
藤
岡
屋
慶
次
郎（
慶
治
郞
）で
あ
る
。
錦

絵
そ
の
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
広
く
出
回
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、「
富
津
ノ
洲
」
や
「
カ
ク
レ
洲
」
と
記
載
さ
れ
た
掛
紙
が
江
戸
内
海
の

部
分
に
あ
り
、
浦
賀
周
辺
に
も
小
さ
な
掛
紙
が
複
数
あ
る
こ
と
が
、
史
料
的
価
値
を
引

き
上
げ
た
。

実
は
、
こ
の
図
3
と
関
連
す
る
文
書
が
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
ペ
リ
ー
来
航
後
の
六

月
二
二
日
か
ら
七
月
一
四
日
に
掛
け
て
実
施
さ
れ
た
若
年
寄
本
多
忠
徳（
海
防
掛
）一
行

に
よ
る
武
蔵
・
相
模
・
安
房
・
上
総
沿
岸
巡
視
の
様
子
を
実
見
し
た
探
索
書
で
あ
る
。

「
探
索
之
趣
申
上
候
書
付
」
と
い
う
標
題
を
持
つ
も
の
で
、慶
勝
に
上
呈
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
や
や
長
文
で
あ
る
が
、「
諸
品
新
聞
書
」に
貼
付
さ
れ
た
絵
図
に
も
関
わ
る
の
で
、

全
文
を
引
用
し
よ
う
。

先
般
異
国
船
四
艘
江
戸
近
海
江
乗
込
候
儀
に
付
、
以
来
内
海
江
者
乗
込
方
出
来

不
致
様
、
猿
嶋
并
富
津
之
洲
辺
埋
立
等
有
之
風
聞
に
付
、
探
索
之
趣
左
ニ
申
上

候
一
、
先
般
渡
来
仕
候
異
国
船
之
儀
、
別①
紙
絵
図
面
之
通
内
海
之
方
心
侭
ニ
乗
廻
し
、

測
量
等
も
仕
候
付
、
打
払
に
も
可
相
成
之
処
、
左
候
而
ハ
以
後
何
様
之
異
変
出

来
可
仕
も
難
計
候
付
、
い
つ
れ
ニ
も
浦
賀
湊
辺
ゟ
江
戸
海
之
方
江
者
乗
込
方
出

来
不
仕
様
ニ
両
岸
よ
り
築
立
等
出
来
、
海
路
狭
く
相
成
候
得
ハ
、
万
々
一
争
戦

等
之
節
矢
玉
も
相
届
可
申
候
得
と
も
、
是
迄
之
通
ニ
而
ハ
両
岸
間
広
候
間
、
迚

も
十
分
ニ
行
届
兼
候
由
、
右
ニ
付
浦
々
御
台
場
之
様
子
并
築
立
地
等
有
之
含
ニ

而
、
今
度
本
多
越
中
守
初
見
分
相
越
候
趣
ニ
而
、
見
分
之
節
ハ
浅
深
等
能
心
得

罷
在
候
水
主
等
相
撰
乗
廻
し
有
之
、
去
ル（
七
月
）五
日
迄
ニ
猿
嶋
・
観
音
崎
・

富
津
之
洲
之
辺
見
分
相
済
候
処
、
い
つ
れ
も
可
也
築
立
等
も
出
来
可
仕
哉
ニ

付
、
猿
嶋
江
ハ
大
津
又
ハ
田
戸
弐
ヶ
所
之
内
ゟ
段
々
与
築
立
陸
続
ニ
仕
、
下
総

国
よ
り
ハ
富
津
隠
れ
洲
ま
て
之
処
、
凡
巾
弐
拾
間
長
弐
里
程
築
広
ケ
相
成
候
哉

之
趣
風
聞
有
之
、
尤
実
否
ハ
不
相
分
候
得
共
、
右
等
之
訳
ニ
も
候
哉
、
公
辺
見

分
御
役
人
之
内
、
安
房
ゟ
浦
賀
江
渡
り
、
或
ハ
金
澤
野
嶋
辺
江
渡
海
い
た
し
、

又
ハ
本
牧
よ
り
乗
出
し
上
総
江
与
申
如
く
、
度
々
往
返
有
之
候
、
勿
論
い
ま
た

房
総
之
方
見
分
済
与
申
ニ
ハ
無
之
処
、
右
之
通
船
之
往
返
繁
く
、
其
内
ニ
ハ
右

ニ
不
拘
三
崎
之
方
江
分
れ
行
候
者
も
有
之
与
申
様
ニ
而
、
何
等
之
訳
ハ
不
相
分
候

得
共
、
多
分
ハ
右
御
築
立
一
条
ニ
付
、
種
々
御
取
調
御
用
与
申
事
ニ
相
聞
候

一
、
猿
嶋
江
築
立
続
之
儀
、
段
々
御
取
調
ニ
相
成
候
処
、
猿
嶋
ハ
往
古
田
戸
之
地

内
ニ
而
、
陸
続
之
処
、
い
つ
之
比
よ
り
か
切
所
ニ
相
成
、
夫
ゟ
段
々
与
双
方
懸

ケ
込
、
当
時
ハ
海
上
弐
十
町
程
隔
居
候
由
ニ
御
座
候

猿
嶋
之
儀
、
漁
師
等
ハ
魚
之
去
ル
与
申
忌
言
葉
よ
り
、
十
嶋
与
申
な
ら
し
居

候
由
、
十
嶋
与
申
訳
ハ
右
猿
嶋
之
海
岸
ハ
い
つ
れ
も
巌
岩
ニ
而
、
其
内
十
ヶ

所
ハ
汐
都
合
ニ
而
小
嶋
之
如
く
海
面
江
顕
れ
出
候
間
、
十
嶋
の
号
有
之
由
ニ

御
座
候

一
、
右
之
通
ニ
付
、田
戸
之
出
鼻
カ
チ
リ
キ
と
申
所
よ
り
築
立
候
得
ハ
都
合
宜
敷
、

且
ハ
大
海
ゟ
差
込
候
汐
ニ
も
さ
か
ら
ひ
不
申
候
間
、
築
立
易
く
可
有
之
歟
之

処
、
左
候
而
ハ
大
津
濱
川
越
家
本
陣
屋
よ
り
ハ
矢
張
大
廻
ニ
而
、
其
上
大
炮
備

候
ニ
都
合
不
宜
候
間
、
大
津
浦
よ
り
築
続
ニ
相
成
候
方
可
然
哉
与
決
し
兼
居
候

と
も
申
事
ニ
候

一
、
観
音
崎
ハ
、
内
海
ニ
而
浦
賀
辺
之
壱
番
出
崎
之
処
、
此
崎
続
多
分
岩
石
之
遠

浅
ニ
付
、
是
も
余
程
築
添
ニ
相
成
と
も
申
風
聞
ニ
候

一
、
下
総
国
富
津
之
洲
之
儀
ハ
、富
津
村
地
方
よ
り
凡
半
道
程
ハ
平
常
ニ
相
見
居
、

（
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）
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夫
ゟ
壱
里
余
者
隠
れ
洲
ニ
相
成
居
候
得
共
、
隠
れ
洲
之
内
六
ヶ
所
程
ハ
汐
之
加

減
ニ
而
顕
れ
候
程
ニ
付
、
右
不
浅
築
立
ニ
相
成
、
南
面
江
ハ
台
場
出
来
大
炮
御
備

ニ
相
成
候
御
調
与
歟
相
聞
申
候
、
付
而
ハ
別②
紙
絵
図
面
懸
ケ
紙
朱
点
之
通
相
成

候
得
者
、
此
築
立
之
出
鼻
与
、
猿
嶋
続
築
立
鼻
与
ハ
其
間
漸
一
里
程
ニ
相
成
候

由
ニ
御
座
候

一
、
右
築
地
ニ
付
候
儀
ニ
も
可
有
之
哉
、
越
中
守
初
ハ
い
ま
た
房
総
巡
見
最
中
ニ

候
得
共
、
御
普
請
方
之
内
壱
人
比
日
俄
ニ
安
房
・
上
総
ゟ
浦
賀
江
戻
り
、
右
御

普
請
積
立
等
取
調
ニ
懸
り
居
候
由
ニ
御
座
候

但
、
内
々
取
調
ニ
懸
り
候
処
、
三
ヶ
所
ニ
而
ハ
長
延
六
七
里
之
場
所
ニ
而
、
海

之
浅
深
有
之
候
得
共
、
富
津
よ
り
猿
嶋
辺
ニ
而
者
六
七
十
尋
も
有
之
、
広
大

之
御
普
請
、
殊
ニ
眼
ニ
見
候
場
所
と
も
違
ひ
候
間
、
大
凡
之
御
入
用
等
未
見

積
候
者
も
無
之
由
ニ
御
座
候

一
、
本
文
之
一
条
ニ
属
候
哉
、
彼
地
近
辺
石
之
姓
合
等
も
内
々
役
筋
ゟ
尋
ニ
相
成

候
由

一
、
築
立
方
色
々
工
夫
も
有
之
候
処
、
緩
々
取
計
候
ハ
ヽ
宜
勘
考
も
可
有
之
歟
ニ

候
得
共
、
何
分
差
急
候
御
用
ニ
而
其
上
末
代
不
朽
ニ
出
来
不
致
候
半
而
ハ
難
相

成
候
付
、
宜
工
夫
も
無
御
座
、
其
内
右
近
海
ニ
ハ
舟
数
多
有
之
事
ニ
付
、
古
き

船
御
買
上
ニ
相
成
、
右
古
船
江
石
積
込
、
何
艘
与
な
く
沈
め
候
ハ
ヽ
根
留
り
ニ

可
相
成
候
間
、
根
留
さ
へ
出
来
之
上
ハ
子
細
も
無
之
与
申
族
も
有
之
、
又
ハ
最

初
ゟ
捨
石
等
段
々
ニ
取
計
候
ハ
ヽ
宜
か
る
へ
き
と
も
申
、
米
俵
を
以
築
立
不
申

ハ
成
就
致
間
敷
抔
と
内
々
ニ
申
向
も
有
之
由
、
何
分
一
ト
通
り
之
御
普
請
与
ハ

訳
違
ひ
、
当
惑
と
歟
申
事
ニ
有
之
候

一
、
右
之
通
ニ
ハ
御
座
候
得
共
、
何
分
見
分
も
相
済
不
申
事
ニ
付
、
篤
与
見
分
之

上
何
様
ニ
可
相
成
哉
も
難
計
候
得
共
、
築
立
之
御
評
議
ニ
決
着
仕
候
得
ハ
、
時

日
を
不
移
御
普
請
取
懸
り
相
成
候
由
ニ
御
座
候

右
之
趣
奉
申
上
候
、
以
上

　

七
月

こ
の
探
索
書
は
、
嘉
永
六
年
七
月
半
ば
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
作
成

者
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
探
索
書
が
、
本
多
の
江
戸
湾
沿
岸
巡
見
の
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、「
浦
々
御
台
場
之
様
子
并
築
立
地
等
有
之
含
ニ
而
、
今
度
本
多
越
中
守
初
見
分
相
越

候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
、
内
容
も
巡
見
の
行
程
と
矛
盾
し
な
い
。
探
索
書
に

あ
る
よ
う
に
、
当
初
は
猿
嶋
や
観
音
崎
、
富
津
の
洲
を
埋
め
立
て
、
台
場
を
築
造
し
よ

う
と
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
帰
府
後
、
本
多
に
随
行
し
た
川
路
聖
謨
と
江

川
英
龍
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
「
富
津
埋
立
御
台
場
御
取
建
之
儀
に
付
御
書
付
之
趣
御

答
申
上
候
書
付
」
に
も
、「
異
船
防
禦
に
付
、
富
津
之
出
洲
へ
向
け
、
旗
山
十
石
崎
先

よ
り
海
中
へ
新
築
御
台
場
雁
行
に
飛
々
御
取
建
有
之
候
得
ば
、
永
世
之
御
備
に
罷
成
、

先
づ
は
御
安
心
之
事
に
候
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
内
容
か
ら
、
図
3
は
探
索
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
②
「
別
紙
絵
図
面
」
に
相

当
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
「
懸
ケ
紙
朱
点
」
が
あ
る
と
い
う
が
、
図
3

と
ま
さ
に
同
じ
で
あ
る
。
掛
紙
の
朱
点
は
、
埋
立
を
想
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
「
富
津
ノ
洲
」「
カ
ク
レ
洲
」「
観
音
嵜
」「
大
つ
」「
猿
し
ま
」
の
周
辺
を

掛
紙
に
書
か
れ
た
朱
点
で
示
し
て
い
る
。「
観
音
嵜
」「
大
つ
」「
猿
し
ま
」
の
部
分
は

伝
わ
り
に
く
い
と
思
っ
た
の
か
、
探
索
者
は
図
3
の
裏
面
に
別
紙
を
貼
り
付
け
、「
本

文
絵
図
面
ニ
而
ハ
猿
嶋
等
之
に
ら
み
合
不
宜
候
間
、
大
凡
之
処
左
ニ
取
調
申
上
候
、
朱

星
ハ
今
度
御
築
立
ニ
可
相
成
哉
之
分
ニ
有
之
候
」
と
付
記
し
、
該
当
部
分
の
拡
大
図（
図

4
・
口
絵
2
）を
示
し
た
。
図
4
に
は
、
探
索
書
に
あ
る
「
カ
チ
リ
キ
」「
田
戸
」「
大
津
」

な
ど
の
地
名
も
書
き
込
ま
れ
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
探
索
書
に
は
他
に
も
別
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
①
「
別
紙
絵
図
面
」
で

（
20
）

（
21
）
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図4　江ノ島鎌倉道中記の裏面に貼り付けられた別紙
（付表1─26）

あ
る
。
①
は
、
先
般
渡
来
し
た
ペ
リ
ー
艦
隊
が
、
江
戸
内
海
を
乗
り
回
し
、
測
量
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
図
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
絵
図
を
「
諸
品
新
聞
書
」
か
ら
二
点
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
巻
二
の
冒
頭
に
あ
る
「
異
国
船
近
海
江
卸
船
并
右
辺
乗

廻
等
之
絵
図
面
」（
付
表
2
─
1
、
図
5
）で
あ
る
。
彩
色
絵
図
で
四
隻
の
艦
隊
の
移
動
を

艦
隊
ご
と
に
詳
細
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
同
じ
く
巻
二
に
貼
付
さ

れ
た
「
相
房
海
岸
略
図
」（
付
表
2
─
33
、
図
6
）で
、
こ
れ
も
四
隻
の
艦
隊
の
移
動
を
示

し
て
い
る
が
、
図
5
に
く
ら
べ
簡
潔
で
あ
る
。
艦
隊
ご
と
の
移
動
の
区
別
も
な
い
。
た

だ
、
図
6
に
は
富
津
の
「
カ
ク
レ
洲
」
と
思
わ
れ
る
図
も
画
か
れ
、
探
索
書
の
内
容
と

も
矛
盾
し
な
い
の
で
、
図
6
を
①
「
別
紙
絵
図
面
」
と
推
測
し
た
い
。

図5　異国船近海江卸船并右辺乗廻等之絵図面（付表2─1）
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そ
し
て
、
川
越
藩
の
相
州
台
場
図
を
画
い
た
付
表
2
─
25
「
松
平
誠
丸
領
分 

走
水

之
図
」
と
、
34
「
松
平
誠
丸
持
場 

猿
嶋
之
図
」
も
探
索
書
と
関
連
し
た
絵
図
で
は
な

か
っ
た
か
。
こ
の
地
は
、
天
保
一
四
年（
一
八
四
三
）以
降
、
川
越
藩
の
持
ち
場
で
、「
走

水
之
図
」
に
は
、
旗
山
台
場
・
十
石
崎
台
場
の
様
子
が
画
か
れ
、「
猿
嶋
之
図
」
も
沿

岸
巡
見
で
話
題
に
出
て
来
た
地
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絵
図
の
題
簽
の
筆
跡
が
、
探
索

書
や
図
3
・
4
・
6
に
記
載
さ
れ
た
文
字
の
筆
と
同
一
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
、
そ
の

可
能
性
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
慶
勝
自
身
は
、
探
索
書
で
示
さ
れ
た
内
海
埋
立
に
よ
る
警
備
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
嘉
永
六
年
七
月
二
三
日
付
で
水
戸
前

藩
主
の
徳
川
斉
昭
宛
に
出
し
た
書
状
で
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
書
状
で
慶
勝
は
、
埋
立

費
用
が
莫
大
で
あ
る
こ
と
を
懸
念
し
、「
日
本
者
沿
海
之
国
地
ニ
付
、
一
二
所
堅
固
ニ
防

禦
出
来
候
而
も
惣
海
岸
何
方
も
同
様
ニ
ハ
相
成
間
鋪
」
と
い
う
発
想
か
ら
、
台
場
築
造

に
よ
る
海
防
に
も
と
も
と
反
対
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
新
規
築
造
は
出
費
も
嵩
む
。
同

じ
出
費
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
軍
艦
製
造
に
よ
る
防
衛
体
制
に
期
待
を
掛
け
て

い
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
国
書
に
対
す
る
幕
府
の
諮
問
に
応
え
た
上
書
別
紙
に
お
い

て
も
、「
是
迄
之
和
船
を
以
、
彼
か
海
上
之
自
在
縦
横
を
禁
し
て
恐
を
抱
し
む
る
事
ハ

難
叶
、
自
然
守
禦
一
方
」
と
な
る
の
で
、「
大
船
御
取
立
之
儀
を
希
望
致
候
事
」
と
、

異
国
に
武
威
を
示
す
象
徴
と
し
て
大
艦
の
建
造
を
提
唱
し
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
付
さ
れ
た
多
く
の
軍
艦
図
は
、
慶
勝
の
特
別
な
思
い
が
込
め
ら

れ
た
絵
図
と
位
置
づ
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
巨
大
な
ア
メ
リ
カ
蒸
気
船
・
帆
船
図
を
多

く
収
集
し
て
い
る
の
も
、
故
な
し
と
し
な
い
。

慶
勝
が
懸
念
し
た
通
り
、
川
路
や
江
川
ら
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
富
津
埋
立
に
よ
る

台
場
築
造
計
画
は
、
総
工
費
が
莫
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実
現
を
見
ず
、
品
川
の
海
中

に
一
一
ヵ
所
の
台
場
を
築
造
す
る
こ
と
に
決
定
し
た（
た
だ
し
完
成
し
た
の
は
第
一
〜
第

（
22
）

（
23
）

図6　相防海岸略図（付表2─33）
本多越中守一行による江戸湾巡見の探索書に添えられた別紙か
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三
、
第
五
、
第
六
、
御
殿
山
下
台
場
の
六
ヵ
所
の
み
）。

こ
の
品
川
台
場
に
関
す
る
絵
図
も
、
慶
勝
は
仕
入
れ
て
い
る
。「
諸
品
新
聞
書
」
に

は
、
巻
一
に
一
点（
付
表
1
─
8
）、
巻
二
に
二
点（
付
表
2
─
26
・
53
）、
巻
三
に
一
点（
付

表
3
─
46
）が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
巻
三
の
図
は
慶
勝
自
身
に
よ
る
も
の
で
、

何
ら
か
の
絵
図
を
元
に
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
述
し
た
通
り
、
慶
勝
は
新
規

に
品
川
台
場
を
築
造
す
る
こ
と
に
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。

慶
勝
の
「
日
記
」
嘉
永
七
年
閏
七
月
一
三
日
条
に
は
、
付
家
老
竹
腰
正
富
ら
が
品
川

台
場
を
見
分
し
た
記
事
が
あ
る
が
、「
御
台
場
不
評
判
之
事
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
前

掲
註（
11
）の
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
同
年
一
〇
月
二
四
日
に
、
慶
勝
自
身
が
品
川
台
場

の
う
ち
第
一
か
ら
第
三
を
実
見
し
て
い
る
が
、
感
想
の
記
載
は
な
い
。
付
表
2
─
26
・

53
は
、
そ
れ
ぞ
れ
品
川
台
場
の
「
一
二
番
之
礮
台
」「
三
番
砲
台
」
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
見
分
と
関
連
し
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
（
三
）　

再
来
航
関
連
図

嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）正
月
一
六
日
以
降
の
ペ
リ
ー
再
来
航
に
関
す
る
図
像
は
、「
諸

品
新
聞
書
」
巻
二
を
中
心
に
多
く
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
第
一
回
来
航

時
の
よ
う
に
文
献
史
料
と
突
き
合
わ
せ
が
で
き
る
図
像
は
少
な
く
、
位
置
づ
け
が
難
し

い
も
の
が
多
い
。

再
来
航
時
の
文
献
史
料
と
い
え
ば
、
尾
張
家
に
も
「
内
密
書
」
と
い
う
探
索
書
が
伝

来
し
て
い
る（
作
成
者
不
明
）。
こ
の
文
書
は
、
嘉
永
七
年
正
月
か
ら
四
月
ま
で
の
浦
賀
・

横
浜
・
江
戸
情
報
を
記
載
し
て
お
り
、
慶
勝
に
逐
一
伝
達
し
て
い
た
風
聞
書
を
「
内
密

書
」
と
し
て
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
探
索
者
も
記
し
て
い
る
よ
う

に
、「
辻
風
聞
」
の
み
で
、
事
実
か
ど
う
か
を
直
接
調
べ
上
げ
て
送
っ
た
も
の
で
は
な

（
24
）（

25
）

（
26
）

く
、「
虚
説
」
入
り
交
じ
っ
た
「
風
聞
」
と
い
う
。
実
際
、
文
書
中
に
は
「
◯
◯
候
由
」

「
◯
◯
候
哉
」
と
い
っ
た
伝
聞
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。

実
は
、
こ
の
「
内
密
書
」
に
も
「
別
紙
図
面
」
が
添
付
さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ
っ

た
。
例
え
ば
、「
内
密
書
」
に
は
、「
異
船
滞
船
中
、
異
人
儀
ハ
ツ
テ
イ
ラ
を
卸
シ
、

所
々
海
岸
測
量
致
、
歩
行
候
由
ニ
而
、
武
州
金
沢
辺
江
者
別
紙
図
面

0

0

0

0

之
通
上
陸
も
い
た

し
」（
正
月
二
一
日
頃
）で
あ
る
と
か
、「
応
接
之
儀
ハ（
中
略
）普
請
向
取
兼
候
由
ニ
候
得
共
、

暫
場
広
ニ
も
有
之
候
付
、
凡
日
数
四
五
日
程
之
内
ニ
別
紙
図
面

0

0

0

0

之
通（
横
浜
村
へ
）皆
出
来

相
成
」（
二
月
六
日
頃
）、「
右
酒
宴
中
ニ
も
候
哉
、
座
興
之
為
別
紙
画
図

0

0

0

0

之
如
き
黒
人
罷

出
歌
舞
音
楽
を
成
」（
二
月
二
九
日
頃
）、「
右
異
船
外
廻
り
之
儀
者
、
凡
之
図
取

0

0

を
以
別
紙

0

0

ニ
奉
申
上
候
」（
前
同
）、
な
ど
と
い
っ
た
記
載
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
別
紙
図
面
」
な
ど
を
「
諸
品
新
聞
書
」
の
な
か
か
ら
特
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、「
内
密
書
」
の
記
事
は
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
付
さ
れ
た

絵
図
の
背
景
を
説
明
す
る
う
え
で
活
用
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
以
下
、「
内
密
書
」
の

内
容
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
ペ
リ
ー
再
来
航

関
連
図
を
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
人
物
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
、
提
督
ペ
リ
ー（
付
表
2
─

31
）や
副
官
ア
ダ
ム
ズ（
付
表
2
─
69
）の
肖
像
画
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
多
方
面
に
出
回
っ

た
瓦
版
か
ら
筆
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
墨
画
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
ペ
リ
ー
肖
像
画

は
、
鷹
見
泉
石
関
係
資
料
「
彼
理
横
浜
入
津
図
」
の
も
の
と
服
装
・
ポ
ー
ズ
が
似
て
い

る
。
ア
ダ
ム
ズ
の
ほ
う
は
、「
身
長
六
尺
五
寸
歟
、
七
尺
位
ニ
相
見
へ
候
由
」
と
註
記
が

あ
り
、
面
貌
は
松
平
慶
永
「
合
同
舶
入
相
秘
記
」
に
挟
み
込
ま
れ
た
図
と
酷
似
し
て
い

る
。
こ
の
図
は
、「
狛
山
城
、
今
朝
罷
出
候
節
相
咄
候
は
、
先
日
之
応
接
有
之
候
節
、
浦

賀
与
力
之
者
ア
ハ
タ
ム
ス
真
像
を
写
し
候
由
、
右
絵
図
入
披
見
」
と
あ
り
、
松
平
慶
永

に
差
し
出
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。
図
の
相
似
性
か
ら
、
慶
勝
と
慶
永
と
の
間
で
お
互

（
27
）

（
28
）

（
29
）



徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
関
す
る
一
考
察

九
六

い
に
や
り
取
り
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

ま
た
、
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
乗
組
員（
従
軍
牧
師
）で
あ
っ
た
ビ
ッ
チ
ン
ガ
ー
の
肖
像（
付
表

1
─
14
）は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
掲
示
し
た（
図
7
）。
比

較
対
象
の
図
像
を
見
出
せ
な
い
の
で
評
価
が
難
し
い
が
、
作
成
者
が
直
接
見
た
わ
け
で

は
な
く
、
当
時
流
布
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
人
図
像
を
ビ
ッ
チ
ン
ガ
ー
と
見
立
て
、
彩
色
図

に
仕
立
て
あ
げ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
作
成
者
と
思
わ
れ
る
印
も
あ
る
が
、
不
明
で

あ
る
。「
亜
墨
利
加
人
寅
二
月
十
六
日
神
奈
川
ヨ
リ
上
陸　

ビ
ツ
テ
ン
セ
ー
ル
寅
三
十

歳
像
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ビ
ツ
テ
ン
セ
ー
ル
」
こ
と
ビ
ッ
チ
ン
ガ
ー
が
、

歴
史
上
名
を
残
し
た
の
は
、
嘉
永
七
年
二
月
一
六
日
に
神
奈
川
宿
に
上
陸
し
、
川
崎
大 図7　ビッチンガー肖像（付表1─14）

師
河
原
方
面
ま
で
、
東
海
道
を
徘
徊
し
た
事
件
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
前
記
し
た

「
内
密
書
」
で
は
、
こ
の
事
件
を
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

一
、
去
ル
二
月
十
六
日
頃
之
由
、
横
浜
村
江
上
陸
献
上
物
手
入
等
い
た
し
候
趣
ニ

而
、
凡
異
人
五
拾
人
程
罷
越
候
哉
之
処
、
同
日
之
儀
者
到
而
天
気
能
有
之
旁
に

も
候
哉
、
同
所
之
内
所
々
見
物
等
い
た
し
、
歩
行
候
由
之
処
、
右
之
内
壱
人
頭

立
候
分
之
由
、
名
ハ
ピ
ツ
テ
ン
ゼ
ヱ
ル
与
歟
申
者
ニ
而
、
年
齢
三
十
才
程
ニ
罷

成
候
異
人
、
横
浜
村
ゟ
陸
地
通
り
武
州
久
良
岐
郡
芒
村
洲
先
浦
辺
江
相
越
候
由

之
処
、
折
節
同
所
海
苔
取
船
同
所
百
姓
次
右
衛
門
召
仕
両
人
程
罷
出
居
候
を
見

か
け
、
神
奈
川
辺
江
之
方
角
を
指
、
渡
し
呉
候
様
手
真
似
抔
い
た
し
候
由
之
処
、

両
人
儀
者
肝
を
潰
シ
、
返
答
ニ
も
困
り
居
候
哉
之
処
、
折
柄
浦
賀
同
心
両
人
程

駆
着
、
不
苦
候
付
神
奈
川
宿
迄
通
船
可
致
旨
申
談
候
哉
ニ
付
、
右
異
人
并
同
心

弐
人
を
乗
セ
神
奈
川
宿
海
岸
宮
ノ
河
岸
与
申
浜
手
迄
乗
セ
送
り
候
由
之
処
、
異

人
儀
神
奈
川
宿
内
江
上
陸
、
先
立
罷
越
候
哉
ニ
付
、
無
余
儀
浦
賀
同
心
附
添
相

越
候
内
、
人
家
抔
江
も
猥
ニ
罷
越
候
由
ニ
而
、
附
添
之
者
も
持
手
余
シ
、
同
宿

内
台
下
ゟ
下
り
方
新
宿
松
原
取
付
迄
一
円
戸
〆
為
致
、
婦
人
之
通
路
を
止
メ

候
由
、
然
内
浦
賀
与
力
応
接
懸
り
等
も
追
々
ニ
出
役
い
た
し
、
西
町
辺
往
還
縄

張
、
或
ハ
葭
簀
等
を
以
立
切
止
メ
候
由
之
処
、
不
聞
入
利（理
不
尽
）

不
尽
ニ
縄
張
を
く
ゞ

り
、
葭
簀
を
押
分
ケ
等
い
た
し
、
同
宿
所
々
寺
院
江
立
寄
、
武
州
子
安
村
辺
山

手
之
方
江
登
り
、
同
州
寺
尾
村
裏
通
り
野
道
江
懸
り
、
鶴
見
村
橋
際
ゟ
本
海
道

筋
六
郷
川
渡
船
場
迄
罷
越
、
船
相
尋
候
由
之
処
、
其
以
前
兼
而
便
船
為
取
隠
置

候
哉
ニ
付
、
壱
艘
も
不
相
見
、
尤
附
添
之
者
渡
船
場
ニ
而
者
無
之
由
申
聞
候
哉
ニ

付
、
無
拠
平
間
村
辺
江
立
廻
り
、
羽
田
江
之
渡
船
立
而
相
望
ミ
候
哉
之
処
、
前

顕
同
様
船
取
隠
有
之
、
此
所
者
渡
船
場
ニ
而
ハ
無
之
趣
小
役
人
之
内
ゟ
猶
申
諭

候
哉
之
処
、
立
腹
い
た
し
候
躰
ニ
而
、
彼
是
事
六
ヶ
敷
申
聞
、
附
添
之
者
共
甚

（
30
）
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込（困
り
）り種

々
相
宥
メ
、
漸
夜
ニ
入
同
所
海
岸
附
村
々
徘
徊
為
致
、
同
五
時
過
頃
生

麦
村
浜
手
ゟ
漁
船
相
雇
ひ
乗
セ
、
本
船
江
送
り
届
相
成
候
由
ニ
而
、
翌
日
ニ
も

候
哉
、
浦
賀
与
力
を
以
右
之
趣
使
節
之
方
江
申
遣
候
哉
之
処
、
心
得
違
之
旨
相

詫
、
当
人
儀
者
急
度
糺
可
申
付
旨
等
及
返
答
ニ
候
由

こ
の
事
件
は
、
幕
府
へ
の
贈
呈
品
組
み
立
て
の
た
め
に
横
浜
に
上
陸
し
た
ビ
ッ
チ
ン

ガ
ー
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
、
浦
賀
奉
行
所
役
人
の
厳
重
な
抗
議
に
よ
り
、
ペ
リ
ー

の
命
令
で
引
き
戻
さ
れ
た
。
日
本
側
役
人
は
、
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
艦
長
ブ
キ
ャ
ナ
ン
の
内

命
を
帯
び
て
、
江
戸
を
目
指
し
た
地
理
探
査
の
行
動
と
推
測
し
た
と
い
う
。「
内
密
書
」

で
は
、
こ
こ
で
は
引
用
し
な
か
っ
た
が
、
事
件
の
背
景
に
ブ
キ
ャ
ナ
ン
と
副
官
ア
ダ
ム

ズ
と
の
不
和
が
あ
っ
た
と
い
う
「
雑
説
」
も
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
定
の
人
物
で
は
な
い
が
、
人
物
を
描
い
た
も
の
と
し
て
注
目
で
き
る
の

は
、
巻
三（
付
表
3
）の
37
の
一
連
の
士
官
図
で
あ
る（
図
8
）。
文
字
は
慶
勝
の
筆
で
あ

る
こ
と
は
確
実
で
、
画
い
た
の
も
慶
勝
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
結
論
を
示
す

と
、
こ
の
図
は
、
横
浜
で
実
施
さ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
軍
人
に
よ
る
調
練
の
部
分
図
で
あ

る
可
能
性
を
、
視
野
に
入
れ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
軍
人
に
よ
る
調
練
は
、
日
米
の
会
談
日
で
あ
る
嘉
永
七
年
二
月
一
〇
日
、
一
九
日
、

二
六
日
な
ど
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
軍
人
図
に
つ
い
て
も
、
何

ら
か
の
原
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
何
を
も
と
に
こ
の
図
を
画
い
た

の
か
不
明
で
あ
る
の
で
、
問
題
提
起
に
止
め
た
い
。

調
練
図
と
い
え
ば
、
巻
一（
付
表
1
）の
1
・
31
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
ら
が
ア
メ
リ
カ

軍
隊
の
調
練
図
と
関
わ
る
の
か
、
あ
る
い
は
同
時
期
に
尾
張
藩
内
で
実
施
さ
れ
た
西
洋

銃
陣
の
調
練
図
な
の
か
、
現
状
で
は
特
定
で
き
な
い
が
、
調
練
へ
の
慶
勝
の
関
心
度
の

高
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

つ
い
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
贈
呈
品
図
を
見
て
み
よ
う
。
慶
勝
は
、
異
国
と
贈
答
品

（
31
）

（
32
）

図8　士官抱え筒・捧げ筒正面図（徳川慶勝筆・付表3─37）
アメリカ軍人の調練図か
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」
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関
す
る
一
考
察

九
八

の
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
に
は
嫌
悪
感
を
示
し
て
い
る
が
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
り

付
け
ら
れ
た
贈
呈
品
の
点
数
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
感
情
と
は
次

元
を
異
に
し
て
、
西
洋
の
軍
事
技
術
や
機
械
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
歴
然
と
し

て
い
る
。
巻
二（
付
表
2
）だ
け
で
も
、
5
・
6
・
11
・
21
・
22
・
37
・
38
・
54
・
56
・

57
・
58
・
65
と
関
係
図
を
抽
出
で
き
る
。
特
に
、
5
・
22
・
38
の
ボ
ー
ト
・
ホ
イ
ッ
ス

ル
砲（
ボ
ー
ト
砲
）は
、「
内
密
書
」
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り（
図
9
）、
慶
勝
は
各
方
面
か

ら
こ
の
情
報
を
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ボ
ー
ト
砲
は
、
上
陸
用
ボ
ー
ト（
バ
ッ

テ
イ
ラ
）に
搭
載
さ
れ
る
軽
砲
で
、
砲
座
を
旋
回
さ
せ
な
が
ら
砲
撃
す
る
こ
と
も
可
能

な
西
洋
式
最
新
砲
で
あ
っ
た
。
巨
大
な
蒸
気
船
が
江
戸
内
海
の
奥
深
く
に
入
り
込
め
な

い
の
に
対
し
、
ボ
ー
ト
は
海
岸
に
乗
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
舳
先
の
砲
座
か

ら
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
外
し
、
二
輪
掛
け
の
砲
車
に
設
置
さ
れ
る
と
、
野
戦
砲
へ
と
変
身
で

き
る
水
陸
両
用
の
優
れ
も
の
で
も
あ
っ
た
。
三
月
九
日
、
ペ
リ
ー
か
ら
幕
府
へ
と
ボ
ー

ト
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
一
門
と
砲
車
二
両
が
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
後
述
の
尾
張
藩
の
軍
事
と
も
関
わ
る
が
、
尾
張
藩
で
は
、
御
船
奉
行
の
千
賀

氏
が
、
ペ
リ
ー
の
ボ
ー
ト
砲
以
前
に
、
知
多
半
島
で
船
上
か
ら
の
大
砲
調
練
を
実
施
し

て
い
る
。「
嘉
永
四
亥

（
マ
マ
）辛
亥
八
月
十
六
日
、（
中
略
）千
賀
志
摩
手
器
大
筒
三
貫
目
、
平

太
船
ニ
角
材
を
並
置

0

0

0

0

0

、
其
上
炮
台
盤

0

0

0

を
置
、
仕
懸
を
以
、
横
ニ
大
筒

0

0

を
置
て
放
つ
」
と

あ
る
如
く
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
ボ
ー
ト
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
砲
の
図
は
、
格
好

の
比
較
対
象
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
慶
勝
の
「
世
続
一
世
紀
」
で
も
、「
軍
用
船
、
サ
カ

艪
舟
、
大
炮
仕
懸

0

0

0

0

ノ
孤
舟
出
来
致
候
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
四
）　

尾
張
藩
軍
事
関
連
図

「
諸
品
新
聞
書
」
に
は
、
ペ
リ
ー
来
航
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
全
く
無
関
係
と
は

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

図9　「内密書」に記載されたボート砲図
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い
え
な
い
嘉
永
・
安
政
期
の
尾
張
藩
軍
事
関
連
図
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
く
つ

か
紹
介
し
よ
う
。

例
え
ば
、
巻
一（
付
表
1
）の
3
・
5
の
「
畳
長
持
船
」
は
、
慶
勝
の
筆
で
「
新
造 

千

賀
与
八
良
エ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
船
奉
行
千
賀
与
八
郎
に
提
示
さ
れ

た
図
案
か
模
本
か
と
考
え
ら
れ
る
。
前
後
の
「
オ
ク
ダ
ン
ド（
オ
ク
タ
ン
ト
）」（
付
表
1
─

2
・
4
）や
コ
ン
パ
ス（
同
5
─
7
）、「
象
眼
規
」（
同
5
─
8
）な
ど
は
、
航
海
具
と
し
て
関

連
が
あ
ろ
う
。
前
記
の
如
く
、
千
賀
氏
は
慶
勝
の
指
導
の
も
と
、
知
多
半
島
を
中
心
と

し
た
海
防
政
策
を
推
進
し
て
い
た
。
例
え
ば
、慶
勝
の
「
日
記
」
安
政
二
年（
一
八
五
五
）

九
月
二
八
日
条
に
は
、「
熱
田
沖
に
て
武
術
、
千
賀
与
八
郎
船
打

0

0

一
覧
、
午
後（
中
略
）

軍
船
一
覧
」
と
あ
っ
た
り
、
安
政
三
年
「
日
記
」
で
は
、「
与
八
郎
よ
り
伺
、
知
多
郡

炮
台
江
付
、
せ
ん
抜
廻
し
置
」（
三
月
一
六
日
条
）、「
四
十
挺
早
打
之
義
筒
出
来
并
車
台
五

挺
之
義
、
与
八
郎
被
談
候
事
」（
三
月
一
九
日
条
）、「
与
八
郎
江
三
文
〆
筒
四
十
挺
、
車
台

六
車
之
義
申
談
置
」（
三
月
二
二
日
条
）、「
与
八
郎
よ
り
伺
、
大
炮
破
裂
」（
四
月
八
日
）な

ど
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
尾
張
藩
の
海
防
政
策
に
千
賀
与
八
郎
が
い
か
に
重
要
な
存
在

で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

続
い
て
、
大
砲
関
連
で
は
、
巻
一（
付
表
1
）の
9
「
尾
張
製
造
五
貫
目
大
砲
・
車
台

図
」
と
、
巻
二（
付
表
2
）の
13
「
木
挽
町
築
地
蔵
屋
敷
胸
墻
設
置
図
」
を
見
出
せ
る
。

こ
の
う
ち
付
表
2
─
13
に
注
目
し
よ
う（
図
10
・
口
絵
3
）。

木
挽
町
の
築
地
蔵
屋
敷
は
、
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）に
幕
府
か
ら
拝
領
し
た
屋
敷
で

あ
る
。
坪
数
二
万
七
二
五
八
坪
の
う
ち
に
、
藩
の
御
蔵
五
棟
と
と
も
に
成
瀬
・
竹
腰
の

両
家
御
年
寄（
付
家
老
）の
米
蔵
も
あ
り
、
蔵
屋
敷
に
詰
め
る
水
主
も
い
た
。
風
光
明
媚

な
汐
入
泉
水
庭
園
を
備
え
て
い
た
が
、
江
戸
湾
に
面
し
て
い
た
こ
の
屋
敷
は
、
ペ
リ
ー

来
航
後
に
軍
事
要
塞
と
し
て
の
機
能
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
藩
は

砲
術
師
家
辻
弥
平
・
仲
父
子
ら
に
命
じ
、
こ
の
屋
敷
に
砲
台
を
築
造
し
、
併
せ
て
新
調

（
38
）

（
39
）

（
40
）

図10　木挽町築地蔵屋敷砲台配置図（竹腰正富筆・付表2─13）
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〇
〇

し
た
西
洋
砲
八
挺
を
設
置
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。
図
10
は
、
そ
の
裏
付
け

と
も
な
る
べ
き
図
で
、
海
岸
の
砲
台
配
置
図
が
示
さ
れ
、
朱
筆
で
説
明
書
き
が
あ
る
。

炮（右
）眼
之
義
ハ
、
都
合
五
ヶ
所
之
趣
ニ
相
成
居
候
得
共
、
御
新
調
御
筒
数
八
挺
ニ
相

成
候
間
、
御
筒
数
丈
ケ
炮
眼
御
切
セ
ノ
申
合
ニ
御
座
候
、
胸
墻
荒
方
出
来
之
上
、

取
極
可
奉
伺
候

左（中
）右
ニ
朱
引
仕
置
候
処
、
石
垣
の
ミ
ニ
而
余
り
御
要
害
薄
ニ
相
見
、
非
常
之
節
御

幕
張
出
来
仕
候
而
も
吹
上
ケ
故
、
殊
ニ
よ
り
御
幕
付
か
ね
候
も
難
計
候
、
付
而
者

三
尺
及
ヒ
ノ
小
土
手
出
来
仕
候
ハ
ヽ
、
玉
除
に
相
成
可
然
と
申
合
、
御
目
付
へ
内

打
合
仕
候
処
、
玉
除
ケ
ト
申
候
而
者
不
宜
、
汐
除
ナ
ラ
ハ
不
苦
与
申
事
ニ
御
座
候
、

右
者
申
合
中
ニ
御
座
候
、　

但
、
御
達
シ
ハ
い
ま
た
取
調
不
申
候

此（左
）御

場
所
、
至
而
矢
懸
り
宜
御
座
候
へ
と
も
、
御
地
所
極
御
手
狭
ニ
而
大
砲
か
ゝ

り
不
申
候

右
部
分
か
ら
見
よ
う
。
新
調
し
た
大
砲
数
は
八
挺
で
あ
る
が
、
砲
門
が
都
合
五
ヵ
所

し
か
な
い
と
こ
ろ
を
問
題
視
し
、
大
砲
数
に
合
わ
せ
て
砲
門
を
切
る
予
定
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
中
央
部
分
の
「
左
右
ニ
朱
引
仕
置
候
処
」
と
は
、
八
間
橋
の
左
右

に
あ
る
林
の
部
分
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
は
石
垣
の
み
し
か
な
く
無
防
備
で
あ
る
と
の

こ
と
で
、
土
手
を
築
造
す
れ
ば
玉
除
け
に
な
る
と
想
定
す
る
。
し
か
し
、
幕
府
目
付
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
玉
除
け
で
は
な
く
、
汐
除
け
を
理
由
と
す
る
よ
う
打
診
さ

れ
、
申
合
わ
せ
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。
左
部
分
は
、
場
所
が
狭
い
た
め
大
砲
が
設
置
し

に
く
い
こ
と
を
問
題
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
索
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の

朱
筆
は
、
当
時
江
戸
に
い
た
付
家
老
竹
腰
正
富
が
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
筆
跡
か
ら
判
断
し
て
間
違
い
な
い
。
築
地
屋
敷
に
砲
台
を
設
置
す
る
の
は
、
幕
府

の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
依
り
、
そ
の
た
め
幕
府
と
藩
の
調
停
役
で
あ
る
付

（
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家
老
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
竹
腰
自
身
が
西
洋
砲
術
導
入
に
理
解
を
示
し

て
い
た
点
は
、
看
過
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
慶
勝
自
身
も
築
地
屋
敷
の
軍
事
整
備
に
関
し
て
、
徳
川
斉
昭
に
問
い
合
わ
せ

を
し
て
い
た
文
書
が
あ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
の
は
、
慶
勝
の
問
い
に
対
す
る
斉
昭
の

回
答（
嘉
永
六
年
七
月
頃
）で
あ
る
。

浜（
築
地
蔵
屋
敷
）

御
殿
脇
御
屋
敷
ハ
、
何
レ
の
道
ニ
も
汐
入
御
泉
水
ハ
邪
魔
ニ
相
成
候
様
ミ
え
申

候
、
た
と
へ
は
汐
入
ハ
浜
御
殿
の
方
抔
ニ
被
成
、
八
間
之
処
ハ
御
埋
、
御
泉
水
抔

も
浜
手
の
方
御
埋
ニ
て
、
か
け
走
り
等
よ
ろ
し
く
相
成
候
て
ハ
如
何
可
有
之
哉
、

何
レ
ニ
も
御
泉
水
ニ
て
場
狭
の
様
、
御
図
面
ニ
て
ハ
拝
見
い
た
し
候

こ
こ
で
斉
昭
は
、
汐
入
泉
水
の
欠
陥
を
指
摘
し
、
特
に
八
間
橋
の
部
分
が
狭
い
た
め

非
常
事
態
に
即
応
し
に
く
い
こ
と
を
あ
げ
て
、
こ
の
周
辺
の
埋
め
立
て
を
提
起
し
た
。

実
際
に
尾
張
藩
で
埋
め
立
て
工
事
が
行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
江
戸

湾
に
面
し
た
尾
張
藩
屋
敷
の
最
前
線
で
は
、
異
国
船
対
策
の
軍
事
整
備
が
進
行
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
慶
勝
自
身
も
砲
台
築
造
に
つ
い
て
調
査
を
怠
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。「
諸

品
新
聞
書
」
巻
三（
付
表
3
─
52
）に
は
、
砲
台
に
つ
い
て
「
海
岸
に
台
場
ヲ
築
ハ
、
余

リ
高
大
に
ス
ル
ハ
無
益
ノ
コ
ト
也
、
敵
船
ヨ
リ
放
火
ス
ル
防
ク
程
ニ
築
テ
足
ル
ヘ
シ
ト

謂
也
、
西
洋
人
ノ
画
シ
バ
ツ
テ
レ
ー
ヱ
ン
ノ
図
如
左
」
と
記
し
、
図
を
画
い
て
自
ら
の

備
忘
と
す
る
の
で
あ
っ
た（
図
11
）。
幕
府
の
台
場
築
造
に
批
判
的
で
あ
っ
た
の
も
、
こ

う
し
た
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
尾
張
藩
で
は
、
砲
術
な
ど
の
軍
事
面
で
西
洋
化
が
試
み
ら
れ
て
い
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
全
藩
的
規
模
で
導
入
・
活
用
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
は
早

計
に
す
ぎ
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
慶
勝
の
支
持
基
盤
で
あ
る
御
馬
廻
組
・
大
番
組
の
軍
団

は
、
国
学
者
と
結
び
つ
く
尊
王
攘
夷
論
者
で
、
彼
ら
は
洋
学
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
方

（
42
）

（
43
）



徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
関
す
る
一
考
察

一
〇
一

針
を
貫
い
て
い
た
。
慶
勝
自
身
は
、「
西
洋
流
廃
絶
之
義
ニ
而
者
、
善
悪
と
も
不
用
訳
ニ

ハ
決
而
無
之
、
有
益
之
義
ハ
勿
論
相
用
ひ
、
無
益
之
義
ハ
取
捨
可
申
候
段
ハ
兼
而
申
置

候
事
」
と
あ
る
如
く
、
水
戸
斉
昭
と
同
様
、
西
洋
の
有
益
面
を
導
入
す
べ
き
と
す
る
バ

ラ
ン
ス
感
覚
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
支
持
グ
ル
ー
プ
は
、
必
ず
し
も
慶
勝
と

思
い
を
共
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
兵
法
は
長
沼
流
、
砲
術
は
稲
富
流
と
、

伝
統
的
な
軍
制
を
志
向
す
る
な
ど
、
尾
張
藩
で
は
旧
秩
序
が
濃
厚
に
残
存
し
て
お
り
、

改
革
へ
の
反
発
は
根
強
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
慶
勝
に
よ
る
西
洋
砲
の
調
査
・
研
究
成
果
が
、
全
藩
的
規
模
で
十
分

に
活
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

「
諸
品
新
聞
書
」
巻
三（
付
表
3
）の
51
・
52
は
、
慶
勝
自
身
に
よ
る
西
洋
砲
の
研
究

備
忘
録
で
あ
り
、
特
に
52
は
自
身
が
ま
と
め
た
一
紙
を
そ
れ
ぞ
れ
帖
に
貼
付
し
た
も
の

で
あ
る
。
西
洋
砲
の
種
類
や
砲
弾
の
仕
組
み
な
ど
を
図
示
し
た
も
の
で（
図
12
）、
御
手

（
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図11　砲台図（徳川慶勝筆・付表3─52）

図12　西洋砲研究備忘録（部分・徳川慶勝筆・付表3─52）



徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
関
す
る
一
考
察

一
〇
二

許
文
庫
に
あ
る
高
野
長
英
「
礮
家
必
読
」（
嘉
永
元
年
）、
上
田
仲
敏
・
柳
川
春
三
「
西
洋

炮
術
便
覧
」（
嘉
永
六
年
）な
ど
を
適
宜
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
自
ら
ま
と
め
て
い
る
と

こ
ろ
に
慶
勝
の
真
骨
頂
が
あ
る
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
軍
制
が
機
能
し
て
い
る
藩
の
現

状
に
お
い
て
は
、
藩
で
の
実
用
は
一
部
に
止
ま
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

藩
で
活
用
す
る
以
上
に
、
慶
勝
は
あ
く
ま
で
個
人
的
に
西
洋
科
学
技
術
の
あ
り
よ
う
に

関
心
を
示
し
、
御
小
納
戸
ら
の
側
近
と
研
究
し
て
い
た
側
面
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ

る
。前

節
と
も
関
わ
る
が
、
巻
二（
付
表
2
）の
54
の
農
具
は
、
ペ
リ
ー
の
贈
呈
品
目
を
記

し
た
「
献
具
農
具
品
目
」
に
見
え
る
「
磨
稼
非
粉
器
」
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
贈
呈
品

で
は
、
ほ
か
に
も
蒸
気
機
関
車
図
も
い
く
つ
か
貼
付
さ
れ
て
い
る（
付
表
2
─
56
・
58
・

65
）。
こ
れ
ら
も
藩
で
運
用
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
慶
勝
個
人
の
嗜
好
を
示
す
器

機
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
視
点
で
見
る
と
、「
オ
ク
ダ
ン
ト（
航
海
具
）」（
付
表
1
─
2
）、「
象
眼
規
」（
同

─
5
）、「
迅
雷
地
震
天
地
大
変
相
知
道
具
」（
同
─
6
）、「
度
不
失
法（
物
を
煮
る
道
具
）」（
同

─
6
）、「
見
微
鏡
」（
同
─
7
）、「
遍
放
銃
車
図
」（
同
─
16
）、「
地
震
計
」（
同
─
19
）、「
晴

雨
風
ヲ
前
知
ス
ル
道
具
」（
同
─
23
）、「
大
筒
少
人
数
ニ
而
揚
ケ
候
器
具
」（
付
表
2
─
16
）、

「
ボ
イ
セ
ン
デ
レ
ー
ケ
ル
」（
付
表
3
─
48
）な
ど
も
、
慶
勝
好
み
の
科
学
技
術
で
あ
っ
た

と
評
価
で
き
よ
う
。

慶
勝
は
、
写
真
術
に
関
心
を
示
し
、
自
ら
撮
影
も
し
た
「
写
真
家
大
名
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
慶
勝
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
た
の
は
写
真
撮
影
・
実
験
だ
け
で

は
な
い
。
西
洋
砲
に
つ
い
て
も
自
ら
調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
の
で
、
よ
り
広
く
西
洋

科
学
技
術
全
般
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
見
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
写
真
術

は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
慶
勝
御
手
許
の
写
真
帳（
ア
ル
バ
ム
）に
、
さ
ま
ざ
ま
な
西
洋
器
具
・
機
械

の
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
こ
の
写
真
は
、
洋
書
辞
典
類

の
図
版
を
撮
影
・
裁
断
し
た
も
の
で
、
す
べ
て
幅
一
・
四
㎝
の
金
色
紙
で
周
囲
を
縁
取

り
し
て
い
る
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
処
置
は
、
慶
勝
自
身
の
こ
だ
わ
り
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
ア
ル
バ
ム
に
は
、
コ
イ
ル
式
電
池
、
蒸
気
機
関
車
、
顕
微
鏡
、
手

動
式
発
電
機
、
電
信
機
、
モ
ー
タ
ー
、
蒸
留
水
精
製
具
、
寒
暖
計
、
電
気
式
羅
針
盤

等
々
、
西
洋
科
学
技
術
の
結
晶
と
も
い
え
る
器
機
六
〇
点
の
写
真
が
貼
り
付
け
ら
れ
て

い
る
。

器
具
・
機
械
を
実
見
し
た
の
が
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
付
さ
れ
た
よ
う
な
〈
真
に
迫
っ

た
図
像
〉
か
ら
、
ア
ル
バ
ム
に
収
録
さ
れ
た
〈
フ
ォ
ト
グ
ラ
ヒ
ィ
ー
〉
へ
と
傾
斜
し
て

い
く
過
程
も
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
慶
勝
の
姿
勢
を
如
実
に
示
す
現
象

と
し
て
、
刻
印
し
て
お
き
た
い
。

三
　「
諸
品
新
聞
書
」
所
収
の
異
国
関
連
図
像

慶
勝
は
、
西
洋
諸
国
な
ど
の
異
国
に
対
し
て
、
攘
夷
論
を
主
張
し
た
対
外
的
強
硬
論

者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
征
夷
大
将
軍
・
徳
川
宗
家
の
羽
翼（
＝
御
三
家
）で
あ
る
こ
と

の
自
己
認
識
の
現
れ
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
慶
勝
は
異
国
に
対
し
て
無
知
で
あ
っ
た

わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
ま
た
、
異
国
情
報
を
完
全
に
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け

で
も
な
か
っ
た
。
西
洋
技
術
の
長
所
を
導
入
・
活
用
し
よ
う
と
す
る
柔
軟
な
姿
勢
を
示

し
、
何
よ
り
も
自
身
が
興
味
・
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
章
で
も
見
た
と
お
り

で
あ
る
。

本
章
で
は
、
ペ
リ
ー
来
航
に
は
直
接
関
係
し
な
い
も
の
の
、
慶
勝
が
収
集
・
筆
写
し

て
い
た
異
国
人
、
お
よ
び
異
国
風
俗
に
関
わ
る
図
像
に
注
目
し
た
い
。
関
連
図
像
を
多

く
含
ん
で
い
る
の
は
、「
諸
品
新
聞
書
」
巻
三
で
あ
る
。

（
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徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
関
す
る
一
考
察

一
〇
三

第
一
章
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
諸
品
新
聞
書
」
巻
三
は
、
本
来
「
海
国
図
絵
」

と
い
う
標
題
を
持
っ
て
い
た
帖
で
あ
っ
た
。
事
実
、
異
国
人
や
海
外
の
日
用
品
・
船
図

な
ど
が
他
の
巻
に
較
べ
て
圧
倒
的
に
多
い
。

ま
ず
、
巻
三
に
は
、
四
二
人
の
異
国
人
の
図
像
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
慶
勝
の
筆
で
、

国
名
や
簡
単
な
説
明
書
き
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
図
像
は
専
門
の
絵
師
で
は
な
く
、
筆
の

運
び
を
勘
案
す
る
と
、
慶
勝
自
ら
画
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る（
図
13
・
口
絵
4
）。
も

ち
ろ
ん
、
慶
勝
の
想
像
図
で
は
な
く
、
参
考
図
像
が
存
在
す
る
。
人
物
の
服
装
・
ポ
ー

ズ
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
一
連
の
人
物
図
は
、
天
文
学
者
の
西
川
如
見（
慶
安
元
年
〜
享
保

九
年
）が
著
し
た
図
譜
『
四
十
二
国
人
物
図
説
』（
享
保
五
年
）を
模
し
た
も
の
と
わ
か
る
。

こ
の
図
譜
は
、
多
く
の
大
名
家
に
伝
来
し
、
国
内
に
お
い
て
異
国
情
報
を
知
る
重
要
な

手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
た
。
幕
末
期
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
た
だ
、
慶
勝
の
「
海
国
図
絵
」
の
場
合
、『
人
物
図
説
』
の
順
番
ど
お
り
に

画
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
順
不
同
で
あ
る
。
し
か
も
、
国
名
と
画
と
を

誤
っ
て
記
し
て
い
る
も
の
も
、
数
点
見
受
け
ら
れ
る（
付
表
3
─
1
・
14
・
20
）。

付
表
3
─
53
も
慶
勝
の
筆
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
図
像
に
は
、「
カ
ヒ
タ
ン
居
宅
」

「
長
崎
市
中
石
橋
皆
如
左
」「
唐
船
ト（艫
）モ
ノ
方 

帆
柱
ハ（旗
）タ
ノ
ズ
（
図
）」「
唐
船
帆
ノ
ズ
」「
袴 

フ
ル
ー
ク
」「
褌 

ラ
ン
ト
ル
フ
ル
ト
」「
踏
絵
」「
カ
ヒ
タ
ン
居
宅
玄
関
前
燈
籠
」
な
ど

の
説
明
書
き
が
あ
り
、
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
長
崎
を
情
報
源
と
し
た
絵
図
と
思
わ

れ
る
。

同
時
期
の
慶
勝
は
、
写
真
研
究
や
実
験
に
も
着
手
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
際
、

側
近
の
御
小
納
戸
役
人
を
通
じ
て
、
長
崎
か
ら
薬
品
調
合
法
な
ど
の
情
報
を
入
手
し
て

い
た
。
上
記
の
カ
ピ
タ
ン
風
俗
図
な
ど
も
、
御
小
納
戸
役
人
の
存
在
を
視
野
に
入
れ
た

検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
前
述
し
た
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
や
西
洋
科
学

技
術
の
知
見
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。

（
50
）

（
51
）

図13　異国人物図（部分・徳川慶勝筆・付表3─29・30）
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一
〇
四

図14　日用品画（徳川慶勝筆・付表1─24）

図15　「御道具・屋敷等写真帳」
（部分・徳川慶勝撮影）

上「小型盆栽棚とガラス容器・グラス」
中「ランプ一対」　下「髪飾　箱入」

ま
た
、
海
外
日
用
品
に
注
目
し
た
図
像
と
し
て
は
、
付
表
1
─
24
も
無
視
で
き
な
い

（
図
14
）。
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
カ
メ
ラ
図
、
振
り
子
時
計
な
ど
を
慶
勝
自
ら
筆
写
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
慶
勝
が
自
身
の
手
廻
り
道
具
類（
茶
道
具
・
茶
碗
・
煙
管
・
香

炉
・
花
瓶
・
鏡
・
ラ
ン
プ
・
置
き
時
計
・
懐
中
時
計
な
ど
）を
折
々
に
写
真
撮
影
し（
図
15
）、

ア
ル
バ
ム
に
仕
立
て
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
措
置

は
、
結
果
的
に
写
真
を
用
い
た
記
録
管
理
の
発
想
に
結
び
つ
く
が
、
慶
勝
自
身
に
こ
う

し
た
意
識
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い（
恐
ら
く
、
な
か
っ
た
よ
う
に
推
測
す
る
）。

な
お
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
は
、
蝦
夷
地
・
北
方
関
係
の
絵
図
も
多
く
貼
り
付
け
ら

れ
て
い
る（
付
表
2
─
20
・
59
〜
63
）。
ロ
シ
ア
軍
人
の
図
像
も
見
出
せ
る（
付
表
1
─
10
）。

慶
勝
の
関
心
が
北
方
に
も
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
、
そ
れ
は
徳
川
斉
昭
か
ら
の
感
化
も

大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
全
く
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
。

（
52
）
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一
〇
五

お
　
わ
　
り
　
に

本
稿
で
は
、
徳
川
慶
勝
の
手
に
掛
か
る
「
諸
品
新
聞
書
」
と
い
う
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
を
取
り
上
げ
、
特
に
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
や
西
洋
科
学
・
軍
事
技
術
に
関
す
る
図

像
に
注
目
し
て
、
慶
勝
の
情
報
収
集
活
動
を
紹
介
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
慶
勝
の
個
性

に
つ
い
て
も
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
指
摘
し
た
こ
と
を
ま
と
め
、
今
後

の
展
望
を
示
す
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。

①
ま
ず
、「
諸
品
新
聞
書
」
の
史
料
的
性
格
で
あ
る
。
慶
勝
は
、
も
と
も
と
個
別
に

絵
図
を
所
持
・
集
積
し
、
御
手
許
文
庫
に
格
納
し
て
い
た
が
、
あ
る
段
階（
安
政
年
間

か
）で
絵
画
の
一
部
を
帖
に
貼
り
付
け
、「
諸
画
縮
図
」「
海
国
図
絵
」
と
命
名
し
て
い

た
。
そ
れ
が
さ
ら
に
一
括
さ
れ
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
が
、「
諸
品
新
聞
書
」
と
い
う

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

②
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
集
と
し
て
の
「
諸
品
新
聞
書
」
は
、
大
築
磐
渓
「
金
海
奇

観
」
の
よ
う
に
、
順
序
立
て
て
整
然
と
配
列
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
脈
絡
な
く

絵
図
が
貼
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
重
複
す
る
絵
図
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
当
主

で
あ
る
慶
勝
自
身
が
仕
立
て
上
げ
た
こ
と
自
体
に
、
大
き
な
意
義
を
認
め
る
べ
き
で
あ

る
。
な
か
に
は
自
身
で
画
い
た
図
も
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、「
阿
蘭
陀
機
密
風
説
書
」

（
別
段
風
説
書
）を
自
身
で
筆
写
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
情
報
に
対
す
る
「
慶
勝
の
な
み

な
み
な
ら
ぬ
熱
意
を
感
じ
る
」
と
岩
下
哲
典
氏
が
評
し
た
こ
と
に
、
筆
者
も
同
意
で
き

る
の
で
あ
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
で
あ
る
な
ら
ば
、
慶
勝
の
手
許
に
集
積
さ
れ
な
が

ら
、
貼
付
さ
れ
な
か
っ
た
個
別
図
像
の
存
在
も
想
起
さ
せ
る
。
実
際
に
、
徳
川
林
政
史

研
究
所
で
は
、
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
に
あ
り
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
付
さ
れ
な
か
っ

た
絵
図
を
複
数
所
蔵
し
て
い
る
。
慶
勝
に
よ
る
取
捨
選
択
を
経
た
「
諸
品
新
聞
書
」

（
53
）

は
、
慶
勝
の
個
性
・
関
心
が
集
約
さ
れ
て
い
る
歴
史
史
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

③
ペ
リ
ー
来
航
関
係
図
像
で
は
、
国
内
外
を
問
わ
な
い
巨
大
な
軍
船
や
海
防
・
軍
事

に
関
す
る
絵
図
が
多
く
貼
付
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
広
範
囲
に
出
回
っ
た

類
本
・
模
写
図
も
少
な
く
な
い
が
、「
諸
品
新
聞
書
」
の
貼
付
絵
図
の
な
か
か
ら
は
、

関
連
す
る
文
書
が
存
在
す
る
た
め
に
、
独
自
の
価
値
を
付
与
で
き
る
も
の
を
複
数
見
出

す
こ
と
も
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
現
状
で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
収
集
し
た
の
か
不

明
な
絵
図
も
多
い
。
付
表
2
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
重
複
す
る
図
像
を
複
数
入
手

し
、
貼
付
し
て
い
る
の
も
、
何
故
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
引
き
続
き
調
査
を
進
め

て
い
き
た
い
。

④
慶
勝
の
個
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
、
慶
勝
は
、
西
洋
科
学
・
軍
事
技
術
に
大
き

な
関
心
を
示
し
、
そ
の
長
所
を
摂
取
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
つ
な
ど
、
単
な
る
排
外

主
義
者
で
は
な
か
っ
た
。
西
洋
科
学
技
術
は
、
手
順
・
方
法
論
さ
え
誤
ら
な
け
れ
ば
、

誰
も
が
確
実
な
成
果
を
得
ら
れ
る
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
利
点
は
、
慶
勝

の
嗜
好
に
合
致
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
れ
は
写
真
術
も
同
様
と
い
え
る
。

真
を
写
し
た
画
か
ら
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
ヒ
ィ
ー
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
背
景
に
は
、
よ
り
真

実
・
実
態
に
迫
ろ
う
と
す
る
慶
勝
の
目
的
意
識
が
介
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
た

だ
、
慶
勝
の
場
合
は
、
写
真
撮
影
や
実
験
そ
れ
自
体
へ
の
関
心
も
高
か
っ
た
可
能
性
も

あ
る
。
こ
う
し
た
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
一
方
で
、
対
象
物
を
分
類
・
整
理
し
、
さ
ら
に

体
系
化
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
著
し
く
欠
如
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
客
観
的
な

評
価
が
難
し
い
面
も
あ
る
。

⑤
慶
勝
は
、
写
真
術
や
軍
事
面
な
ど
、
西
洋
科
学
技
術
を
可
能
な
限
り
追
究
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
慶
勝
を
支
持
す
る
家
臣
団
は
、
皮
肉
な
こ

と
に
攘
夷
・
排
外
主
義
者
が
多
く
を
占
め
、
慶
勝
の
嗜
好
と
は
相
容
れ
な
い
面
も
あ
っ

た
。
慶
勝
に
と
っ
て
は
、
写
真
術
お
よ
び
西
洋
科
学
技
術
を
調
査
・
研
究
し
、
そ
の
成
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図
）」
が
写
真
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
に
は
、
慶
勝
の
筆
で
「
安
政
三
年
丙
辰
五
月
五
日
、

鳥
屋
持
参
十
五
ト
イ
ウ
、
直
ニ
返
ス
、
珍
禽
ニ
付
横
井
氏
江
写
申
付
ル
」
と
あ
る（
こ
の
図
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
ま
た
、
風
刺
画
に
つ
い
て
は
、
吉
川
美
穂
「
尾
張
家
十
四
代
慶
勝
が

購
入
し
た
浮
世
絵
─
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
内
密
御
買
上
物
留
』
を
中
心
に
─
」（『
金
鯱
叢

書
』
三
四
輯
、
二
〇
〇
八
年
）に
お
い
て
、「
諸
品
新
聞
書
」
巻
一
に
所
収
さ
れ
る
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）の
風
刺
画
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

（
5
）　

岩
下
哲
典
「
尾
張
藩
主
徳
川
慶
勝
自
筆
写
本
『
阿
蘭
陀
機
密
風
説
書
』
の
研
究
」（『
金
鯱

叢
書
』
一
四
輯
、
一
九
八
七
年
。
の
ち
前
掲
註（
3
）岩
下
著
書
に
所
収
）。
近
年
の
岩
下
氏
の

研
究
に
、「
徳
川
慶
勝
筆
写
の
嘉
永
四
・
五
年
別
段
風
説
書
と
黒
田
斉
溥
の
嘉
永
五
年
対
外
建

白
書
─
別
段
風
説
書
と
雄
藩
大
名
の
海
外
情
報
の
認
識
再
考
─
」（
風
説
書
研
究
会
編
『
オ
ラ
ン

ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
所
収
）も
あ
る
。

（
6
）　

嶋
村
元
宏
「
ペ
リ
ー
来
航
に
関
わ
る
情
報
収
集
活
動
と
そ
の
伝
播
に
つ
い
て
─
画
像
資
料

を
中
心
に
─
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
─
人
文
科
学
─
』
四
一
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
7
）　
「
金
海
奇
観
」
は
早
稲
田
大
学
図
書
館（
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
）所
蔵
。
そ
の
忠
実
な
復
刻

版
『
原
装
影
印
版 

金
海
奇
観
』
が
、
二
〇
一
四
年
に
雄
松
堂
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
岩
下

哲
典
氏
は
、「
金
海
奇
観
」
を
「
一
九
世
紀
の
日
本
が
お
か
れ
た
状
況
を
最
も
端
的
に
表
す
画

像
情
報
」
と
捉
え
、
復
刻
版
の
解
説
を
著
し
て
い
る（
同
『
金
海
奇
観 

解
説 

大
槻
磐
渓
編
「
金

海
奇
観
」
と
一
九
世
紀
の
日
本
』）。

（
8
）　

岩
壁
義
光
「
近
世
対
外
政
策
の
展
開
と
『
黒
船
来
航
譜
』」（『
黒
船
来
航
譜
』
所
収
）。
岩

壁
氏
は
、「
黒
船
関
係
を
題
材
に
し
た
来
航
譜
は
模
写
が
多
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
探
す
こ
と
も

困
難
な
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
ま
た
作
者
を
限
定
す
る
こ
と
も
き
わ
め
て
難
し
い
。
そ
の

理
由
を
想
像
す
る
に
、（
中
略
）本
来
絵
師
で
な
い
者
が
描
い
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
た
め
、
作

者
の
名
が
残
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
9
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
嶋
村
元
宏
「
ペ
リ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
の
成
立
と
展
開
─
画
像
資
料
を

素
材
と
し
て
─
」（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
集
・
発
行
『
ペ
リ
ー
の
顔
・
貌
・
カ
オ
─
「
黒

船
」
の
使
者
の
虚
像
と
実
像
─
』
二
〇
一
二
年
）の
指
摘
に
学
ん
だ
。

（
10
）　

慶
勝
の
御
手
許
文
庫
に
関
し
て
は
、
岩
下
哲
典
「
改
革
指
導
者
の
思
想
的
背
景
─
徳
川
慶

勝
の
書
斎
、
直
筆
『
目
録
』
の
分
析
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
四
三
号
、
一
九
九
四
年
。
の
ち

前
掲
註（
3
）岩
下
著
書
に
所
収
）を
参
照
の
こ
と
。

註（
1
）　

旧
蓬
左
文
庫
所
蔵
史
料
一
二
六
─
六
四（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
）。
以
下
、
同
史
料
群

は
「
旧
蓬
左
」
と
略
称
し
番
号
を
記
す
。
ま
た
所
蔵
先
を
示
さ
な
い
場
合
は
、
す
べ
て
徳
川
林

政
史
研
究
所
の
所
蔵
で
あ
る
。

（
2
）　

た
だ
し
、
慶
勝
の
写
真
研
究
に
関
す
る
「
真
写
影
鏡
秘
伝
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
二
二
五
）

の
題
簽
と
内
題
に
「
諸
品
新
聞
書
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
関
連
性
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し

巻
数
は
な
い
た
め
、
こ
れ
が
巻
四
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
。「
真
写
影
鏡
秘
伝
」
は
、「〔
史

料
紹
介
〕
徳
川
慶
勝
写
真
研
究
関
連
史
料
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
三
九
号
、

二
〇
〇
五
年
）、
徳
川
林
政
史
研
究
所
編
『
写
真
集 

尾
張
徳
川
家
の
幕
末
維
新
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
四
年
）で
全
文
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

幕
末
維
新
期
の
政
治
情
報
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
宮
地
正
人
「
幕
末
の
情
報
収
集
と

風
説
留
」（
週
刊
朝
日
百
科
別
冊
『
文
献
史
料
を
よ
む
・
近
世
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
九
年
）

が
先
駆
的
研
究
で
、
幕
府
・
諸
藩
の
情
報
収
集
活
動
に
関
し
て
は
、
岩
下
哲
典
『
幕
末
日
本

の
情
報
活
動
』（
雄
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
八
年
改
訂
増
補
版
、
二
〇
一
八
年
普
及

版
）が
あ
る
。
他
に
も
、
保
谷
徹
編
『
幕
末
維
新
論
集
10 

幕
末
維
新
と
情
報
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
一
年
）や
、
岩
田
み
ゆ
き
「
幕
末
の
対
外
情
報
と
在
地
社
会
」（
明
治
維
新
史
学
会
編
『
講

座 

明
治
維
新
1
』
有
志
舎
、
二
〇
一
〇
年
）は
、
豪
農
商
層
も
含
め
た
情
報
収
集
活
動
全
体
の

研
究
史
を
整
理
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
な
る
。

（
4
）　

博
物
学
に
関
し
て
は
、
吉
川
美
穂
「
殿
様
は
愛
す
べ
き
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ

ネ
ッ
ト
中
部
編
『
写
真
家
大
名
・
徳
川
慶
勝
の
幕
末
維
新
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
一
〇

年
に
所
収
）で
紹
介
さ
れ
た
。
同
書
に
「
諸
品
新
聞
書
」
巻
一
貼
付
の
「
ミ
ヤ
マ
ホ
ウ
シ
ロ（
鳥

果
と
し
て
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
一
人
眺
め
る
こ
と
が
、
趣
味
の
世
界
に
没
入
で
き

る
至
福
の
時
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
慶
勝
個
人
に
限
定
さ
れ

る
問
題
で
は
な
く
、
幕
末
尾
張
藩
全
体
を
貫
く
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
見
な
せ
る
。

結
局
、
尾
張
藩
で
は
、
君
臣
一
体
と
な
り
、
連
携
し
合
う
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
本
稿
の
課
題
を
大
き
く
越
え
る
。
別
の
機
会

に
改
め
て
検
討
し
た
い
。



徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
関
す
る
一
考
察

一
〇
七

（
11
）　

旧
蓬
左
一
二
六
─
一
。

（
12
）　
「
焚
餘
手
翰
」
一（
旧
蓬
左
二
六
─
一
〇
九
）。

（
13
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
麓
慎
一
『
開
国
と
条
約
締
結
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）、

拙
稿
「
嘉
永
・
安
政
期
に
お
け
る
徳
川
慶
勝
の
人
脈
と
政
治
動
向
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研

究
紀
要
』
五
一
号
、『
金
鯱
叢
書
』
四
四
輯
所
収
、
二
〇
一
七
年
）、
木
村
慎
平
「
嘉
永
・
安

政
期
の
尾
張
藩
」（
羽
賀
祥
二
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
『
名
古
屋
と
明
治
維
新
』
風
媒
社
、

二
〇
一
八
年
）な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
14
）　

前
掲
註（
6
）嶋
村
論
文
。

（
15
）　

彦
根
城
博
物
館
編
集
・
発
行
『
井
伊
直
弼
─
そ
の
人
と
生
涯
─
』（
一
九
九
〇
年
）、
同

『
政
治
の
時
代
─
井
伊
直
弼
と
幕
末
の
群
像
─
』（
二
〇
〇
九
年
）な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
図
の
類
本
に
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
所
蔵
の
絵
図
が
あ
る
。

（
16
）　

付
表
2
─
24
と
同
様
、
雲
形
が
あ
る
図
に
横
須
賀
市
所
蔵
「
久
里
浜
応
接
の
絵
図
」
も
あ

る（『
横
須
賀
市
史
』
通
史
編 

近
世
、
二
〇
一
二
年
、
六
一
八
頁
）。

（
17
）　

他
に
も
、
横
須
賀
市
所
蔵
で
同
様
の
彩
色
図
が（
同
右
、
六
一
九
頁
）、
神
奈
川
県
立
歴
史

博
物
館
所
蔵
「
黒
船
絵
巻
」
に
も
、
図
2
②
と
同
じ
構
図
の
絵
図
が
含
ま
れ
て
い
る（
嶋
村
元

宏
「
ペ
リ
ー
来
航
絵
巻
に
つ
い
て（
一
）」『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
─
人
文
科
学
─
』

三
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
18
）　
「
留
記
」
四（
旧
蓬
左
一
二
六
─
九
九
・
四
）所
収
。

（
19
）　

旧
蓬
左
一
二
六
─
一
九
七
。

（
20
）　

渡
邊
修
二
郎
『
阿
部
正
弘
事
蹟
』（
一
九
一
〇
年
、
一
四
五
頁
）に
も
、「
富
津
ノ
暗
礁
ハ
毎

ニ
人
々
ノ
目
ヲ
付
ク
ル
処
ニ
シ
テ
、
閣
老
ヲ
始
メ
同
僚
等
モ
是
ヲ
埋
立
ナ
バ
、
実
ニ
屈
竟
ノ
場

所
ト
モ
ナ
リ
ヌ
ベ
キ
ト
テ
、
此
度
ノ（
本
多
忠
徳
の
）巡
見
モ
多
ク
ハ
是
ニ
係
レ
リ
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

（
21
）　
「
内
海
御
台
場
御
用
留
」（
大
蔵
省
編
纂
『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
巻
一
、
財
政
経
済
学
会
、

一
九
二
二
年
、
九
五
五
頁
）。

（
22
）　
「
聿
脩
叢
書
」
下（
旧
蓬
左
二
五
─
三
三
）。

（
23
）　
「
御
尋
ニ
付
建
白
留
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
六
〇
）。

（
24
）　

徳
川
慶
勝
「
日
録
用
要
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
六
）。
こ
の
日
記
は
、
嘉
永
五
年
一
二
月
か

ら
同
六
年
正
月
ま
で
、
嘉
永
六
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
、
嘉
永
七
年（
安
政
元
年
）七
月
か
ら
八

月
ま
で
の
記
事
を
収
録
し
た
も
の
。

（
25
）　

旧
蓬
左
一
二
六
─
一
七
八
。
こ
の
書
は
、〔
表
2
〕「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
目
録
」
所
収
の
18

「
亜
墨
利
加
一
条
内
密
書
」
に
相
当
す
る
か
。

（
26
）　

こ
の
史
料
を
活
用
し
た
研
究
に
、
太
田
尚
宏
「
使
節
ペ
リ
ー
へ
の
贈
答
品
と
相
撲
取
」

（
徳
川
林
政
史
研
究
所
監
修
『
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む
─
ペ
リ
ー
来
航
』
東
京
堂
出
版
、

二
〇
〇
九
年
）、
竹
内
誠
「
江
戸
文
化
と
横
浜
開
港
」（『
横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
』
三
〇
号
、

二
〇
一
二
年
）が
あ
る
。

（
27
）　

前
掲
註（
9
）神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
集
・
発
行
図
録
、
六
三
頁
。

（
28
）　

同
右
。
六
六
頁
。「
合
同
舶
入
相
秘
記
」
に
挟
み
込
ま
れ
た
図
は
、
黒
船
館
所
蔵
の
肉
筆

彩
色
「
副
将
ア
ワ
タ
ム
ス
真
図
」
に
も
近
い（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
編
集
・
発
行
『
ペ

リ
ー
＆
ハ
リ
ス
』
二
〇
〇
八
年
、
五
一
頁
所
収
）。

（
29
）　

松
平
春
嶽
全
集
編
纂
刊
行
会
編
『
松
平
春
嶽
全
集
』
二（
原
書
房
、
一
九
七
三
年
）、

四
七
八
〜
四
八
〇
頁
。

（
30
）　

前
掲
註（
25
）と
同
じ
。

（
31
）　

横
浜
開
港
資
料
館
編
集
・
発
行
『
ペ
リ
ー
来
航
と
横
浜
』（
二
〇
〇
四
年
）、
三
九
・
四
四

頁
参
照
。

（
32
）　

ア
メ
リ
カ
軍
人
の
調
練
に
つ
い
て
は
、
東
京
帝
国
大
学
編
纂
・
発
行
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
五
』（
一
九
一
四
年
、
二
五
八
〜
二
五
九
頁
）、
西
川
武
臣
「〈
史
料
紹

介
〉
日
米
和
親
条
約
締
結
交
渉
時
に
記
さ
れ
た
林
大
学
頭
の
従
者
の
日
記
」（『
横
浜
開
港
資
料

館
紀
要
』
三
〇
号
、
二
〇
一
二
年
）に
記
載
が
あ
る
。
調
練
の
様
子
は
、
真
田
宝
物
館
編
集
・

発
行
『
松
代
藩
と
黒
船
来
航
』（
二
〇
一
三
年
、
六
六
頁
）に
掲
載
さ
れ
る
米
国
使
節
彼
里
提
督

来
朝
図
絵
「
上
陸
兵
の
操
練
」
を
参
照
の
こ
と
。
こ
の
図
は
二
月
一
九
日
の
調
練
の
様
子
を
示

し
た
も
の
で
、
こ
の
図
の
軍
服
や
銃
器
を
持
つ
格
好
が
、
付
表
3
─
37
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

（
33
）　

松
平
慶
永
宛
の
書
状（
嘉
永
七
年
二
月
付
）で
、
慶
勝
は
「（
ア
メ
リ
カ
と
）貢
献
賜
与
之
物

件
も
有
之
候
由
、
是
は
如
何
之
御
処
置
ニ
や
、
一
円
合
点
之
不
参
事
」（「
留
記
」
二
、
旧
蓬
左

一
二
六
─
九
九
・
二
）と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
書
状
は
、
他
に
も
字
句
表
記
の
違
い
が

あ
る
が
、
日
本
史
籍
協
会
編
『
昨
夢
紀
事
』
一（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
覆
刻
版
）、

一
八
六
〜
一
八
八
頁
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）　

北
村
陽
子
「
ペ
リ
ー
提
督
の
上
陸
用
舟
艇
」（『
開
国
史
研
究
』
五
、二
〇
〇
五
年
）。



徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
関
す
る
一
考
察

一
〇
八

（
35
）　

Ｓ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ（
洞
富
雄
訳
）『
ペ
リ
ー
日
本
遠
征
随
行
記
』（
雄
松
堂
書
店
、

一
九
七
〇
年
）、
二
六
二
頁
。

（
36
）　

奥
村
徳
義
「
松
濤
棹
筆
」
巻
四
八（
旧
蓬
左
三
一
─
八
一
）。

（
37
）　
「
世
続
一
世
紀
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
五
四
）。

（
38
）　

大
村
有
隣
『
名
古
屋
城
並
尾
張
藩
国
防
の
研
究
』（
助
愛
社
、
一
九
三
七
年
）、
岩
下
哲
典

「
幕
末
名
古
屋
藩
の
海
防
と
藩
主
慶
勝
」（『
青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
三
、
一
九
九
一

年
。
前
掲
註（
3
）岩
下
著
書
に
所
収
）な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
39
）　

前
掲
註（
11
）と
同
じ
。

（
40
）　
「
官
邸
便
覧
写（
江
戸
御
屋
鋪
便
覧
）」（
旧
蓬
左
一
三
九
─
三
二
）。
本
史
料
は
、「〔
史
料
紹

介
〕
尾
張
藩
邸
・
御
殿
の
概
略
・
変
遷
に
関
す
る
史
料
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』

三
七
号
、
二
〇
〇
三
年
）に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）　

前
掲
註（
13
）木
村
前
掲
論
文
。
な
お
、
図
10
が
築
地
蔵
屋
敷
の
部
分
図
で
あ
る
こ
と
は
、

徳
川
美
術
館
学
芸
員
安
藤
香
織
氏
か
ら
も
ご
教
示
を
得
た
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
42
）　

前
掲
「
松
濤
棹
筆
」
巻
六
五
な
ど
。

（
43
）　
「
烈
公
書
翰
写
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
一
八
二
）。

（
44
）　

岸
野
俊
彦
『
幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
国
学
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
八
年
）、
前
掲
註（
13
）

木
村
前
掲
論
文
、
拙
稿
「
慶
応
三
年
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家
の
政
治
動
向
」（
徳
川
林
政
史
研
究

所
『
研
究
紀
要
』
五
〇
号
、『
金
鯱
叢
書
』
四
三
輯
、
二
〇
一
六
年
）な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
45
）　
「
炮
術
論
」（「
徳
川
慶
勝
手
記
」、
維
新
史
料
引
継
本
Ⅱ
ほ
─
三
六
二
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
）。

（
46
）　

註（
32
）前
掲
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
五
』
二
一
八
〜
二
一
九
頁
。

（
47
）　

前
掲
註（
4
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
部
編
書
。
慶
勝
の
写
真
研
究
に
つ
い
て
は
、
岩
下

哲
典
「
徳
川
慶
勝
の
写
真
研
究
と
撮
影
写
真（
上
）（
下
）」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』

二
五
・
二
六
号
、
一
九
九
一
・
一
九
九
二
年
）、
白
根
孝
胤
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
尾
張

家
の
撮
影
写
真
と
技
術
開
発
」（
同
四
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
明
治
初
年
に
お
け
る
徳
川

慶
勝
の
動
向
と
撮
影
写
真
」（
同
四
五
号
、
二
〇
一
一
年
）、
徳
川
美
術
館
編
集
・
発
行
『
徳
川

慶
勝
─
知
ら
れ
ざ
る
写
真
家
大
名
の
生
涯
─
』（
二
〇
一
三
年
）、
前
掲
註（
2
）徳
川
林
政
史
研

究
所
編
著
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
48
）　
「
器
械
・
器
具
写
真
帳
」（
写
真
番
号
六
六
四
〜
七
二
三
）。「
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
写

真
資
料
目
録
」
二（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
二
七
号
、
一
九
九
三
年
）に
当
該
写
真

群
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）　

前
掲
註（
13
）拙
稿
、
お
よ
び
拙
稿
「
文
久
・
元
治
期
に
お
け
る
徳
川
慶
勝
の
動
向
と
政
治

的
立
場
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
五
三
号
、『
金
鯱
叢
書
』
四
六
輯
、
二
〇
一
九

年
）を
参
照
の
こ
と
。

（
50
）　

尾
張
家
本
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
。
他
の
大
名
家
で
は
、
例
え
ば
盛
岡
藩
南
部
家
に

は
「
外
国
人
物
」（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
）、
松
代
藩
真
田
家
に
は
「
世
界
人
物
録
図
巻
」

（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）と
し
て
伝
来
し
た
。
こ
の
図
譜
は
、
霞
会
館
資
料
展
示
委
員
会
編
『
幕
末

の
西
洋
事
情
』（
霞
会
館
、
一
九
八
八
年
）、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
活
性
化
グ
ル
ー
プ
編
集
・

発
行『
盛
岡
南
部
家
の
生
き
方 

第
3
部
─
盛
岡
藩
の
終
焉
と
南
部
家
が
繋
ぐ
未
来
』（
二
〇
一
八

年
）、
前
掲
註（
32
）『
松
代
藩
と
黒
船
来
航
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）　
「
真
写
影
鏡
秘
伝（
諸
品
新
聞
書
）」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
二
二
五
）。
前
掲
註（
47
）岩
下
・
白

根
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
52
）　
「
御
道
具
・
屋
敷
等
写
真
帳
」（
写
真
番
号
七
四
六
〜
八
三
四
）。
前
掲
註（
48
）「
目
録
」
二

に
当
該
写
真
群
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
53
）　

前
掲
註（
5
）風
説
書
研
究
会
編
著
所
収
の
論
文
。

〔
付
記
〕　

本
稿
脱
稿
後
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
ペ
リ
ー
来
航
関
連
の
図
像
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。「
ア
メ
リ
カ
人
衣
冠
其
外
図
〔
異
品
〕」（
三
六
─
一
二
一
）、「
浦
賀
渡

来 

ア
メ
リ
カ
人
図
」（
三
六
─
一
二
三
）と
標
題
が
あ
る
巻
子
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
ア
メ
リ
カ

人
衣
冠
其
外
図
〔
異
品
〕」
は
、
表
2
で
示
し
た
徳
川
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
「
朱
丸
星
黒
印
御

箱
目
録
」
や
「
弓
矢
御
本
箱
」
に
あ
っ
た
も
の
と
わ
か
る
。
こ
れ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
軍

服
・
軍
帽
な
ど
を
個
別
に
画
い
て
彩
色
を
施
し
た
図
も
あ
り
「
諸
品
新
聞
書
」
巻
二（
付
表
2
）

に
貼
付
さ
れ
た
8
・
40
・
43
・
44
・
46
と
の
関
連
性
を
指
摘
で
き
る
。
本
稿
で
は
取
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
改
め
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
木
村
慎
平
氏（
名

古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）と
鳥
居
和
之
氏（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
文
庫
長
）に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
上
廣
歴
史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
江
戸
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
、
令
和
元
年
九
月
二
二
日
）で
発
表
し
た
「
尾
張
藩
主
・
徳
川
慶
勝
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。



徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
関
す
る
一
考
察

一
〇
九

番号 標題 年代 作成 備考 寸法
（縦×横） ㎝

1 1 第一図戦隊（調練図） 10.2×30.5
1 2 第二図放火二発（調練図） 10.8×30.4
1 3 第三図繰掛リ（調練図） 21.5×30.7
1 4 第四図放火二回（調練図） 16.4×30.9
1 5 第五図縦隊（調練図） 11.0×30.9
1 6 第六図戦隊進ミテ放火（調練図） 28.3×26.4
1 7 第七図中央縦隊（調練図） 15.3×31.1
1 8 第八図方陣（調練図） 12.1×14.8
1 9 第九図縦隊ニ返ル（調練図） 13.9×14.7
1 10 十図（調練図） 14.1×30.8
1 11 十一図・十二図二列打（調練図） 14.5×30.7
2 1 オクダンド前面（航海具） 徳川慶勝 22.8×15.8

2 2 （オクダンド横面・部分図とも） 徳川慶勝 ㊞がある。
①19.7×8.0
②12.6×7.2
③8.7×6.8

3 畳船十分一之図 21.5×36.9
4 （オクダンド部品） 徳川慶勝 2と関連、㊞がある。 15.7×9.8

5 1 畳長持船 一 徳川慶勝 「新造　千賀与八良エ」と記載
あり。 10.6×17.3

5 2 （畳長持船 二） 徳川慶勝 12.0×22.1
5 3 （畳長持船 三） 徳川慶勝 11.2×17.0
5 4 （畳長持船 四） 徳川慶勝 7.9×6.4

5 5 長持台 徳川慶勝 「帆ノシン油タン帆ニナル ツリ
棒ニテコク」 22.2×10.8

5 6 （コンパス 閉じた状態） 徳川慶勝 21.1×4.3
5 7 コンパツ（コンパス） 徳川慶勝 20.0×13.8
5 8 象眼規 徳川慶勝 15.5×17.0

6 1 迅雷地震天地大変相知道具 徳川慶勝 説明書きと図あり。
①19.7×13.9
②19.6×3.5
③17.3×7.6

6 2 度不失法（物を煮る道具） 徳川慶勝 説明書きあり。 19.2×14.7
7 見微鏡（顕微鏡・部品とも） 帖に直接書き込んでいる。

8 （品川御台場図） 慶勝筆で「品川御台場」と記載
される。 31.7×43.4

9 （尾張製造五貫目大砲・車台図）
慶勝筆で「尾陽製造大銃五貫目
海岸ニ備図」と記載される。大
砲の説明書が貼り付けられてい
る。

31.7×83.7

10 1 （ロシア軍人二人肖像画）
慶勝筆で「魯西亜人ノ図」と記
載される。プチャーチンを描い
た瓦版に構図が似ている。

49.6×20.5

10 2 （ロシア軍人行進図） 破損注意。 27.3×49.7

11 （アメリカ蒸気船図） 慶勝筆で「亜墨人船ノズ」と記
載される。 27.2×37.4

12 HOLLANDSCHE SCHIP
（イギリス軍艦） 慶勝筆で「英船」と記載される。 53.9×40.0

13 （ミンストレル・ショー図） （嘉永7年） 慶勝筆で「亜人歌舞ズ」と記載
される。貼紙あり。 27.4×38.9

14 （ビッチンガー肖像） （嘉永7年）

慶勝筆「亜人」と記載される。
本図に「亜墨利加人寅二月十六
日神奈川ヨリ上陸 ビツテン
セール寅三十歳ノ像」と記載あ
り。印2点押印。

33.3×30.3

〔付表1〕「諸品新聞書」巻一



徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
関
す
る
一
考
察

一
一
〇

番号 標題 年代 作成 備考 寸法
（縦×横） ㎝

15 ハツテーラ船（ボート図） 慶勝筆で「下田御造船 ハツテ
イラ」と記載される。 30.8×41.6

16 遍放銃車図（連発銃） （嘉永4年） 賢樹園のあるし
谷應 摺物、説明書きあり。 35.5×41.7

17 ミヤマホウシロ（鳥図） 安政3年
慶勝筆で「安政三年丙辰五月五
日、鳥屋持参十五トイウ、直ニ
返ス、珍禽ニ付横井氏江写申付
ル」と記載される。

27.6×29.6

18 1 （帆船図） 日の丸が掲げられている。㊞あ
り。掛紙あり。 30.6×41.2

18 2 （帆船平面図・側面図） 18-1と同じ㊞が押されている。 30.7×41.8
19 1 地震計（図） 説明書きあり。 21.5×8.6
19 2 地震計（部分図） 説明書きあり。 27.8×16.7
20 1 壁代（図） 関連図とも。 30.5×41.9
20 2 壁代（図） 41.9×30.4

21 アメリカ火管（図） 安政4年 慶勝（梅柳園主人）筆の説明書き
あり。 31.7×42.8

22 （熱田魚猟ギシ図）
慶勝筆で「珍魚ノ由ニテ依写置、
植原次郎右衛門写之」と記載さ
れる。

25.7×30.4

23 晴雨風ヲ前知スル道具
英文記載あり。慶勝筆で「前知
ハ難分、跡ニテ針向也」と記載
される。

20.7×20.7

24 1 （シャンデリア図） （徳川慶勝） 5.9×9.6
24 2 （果物入れ具図カ） （徳川慶勝） 7.1×4.1
24 3 （カメラ図） （徳川慶勝） 6.4×5.3
24 4 （カメラ図・ランプ図） （徳川慶勝） 8.3×8.9
24 5 （振り子時計図） （徳川慶勝） 11.1×4.2
24 6 （シャンデリア図） （徳川慶勝） 6.4×6.7

24 7 （ラウリールカッシャ揮発油目
方覚） 15.8×12.2

25 御杉戸竹之節等御恰好図面 28.0×40.8

26 江ノ島鎌倉道中記（摺物） （嘉永6年） 景斎英寿筆・
藤岡屋慶治郎板

掛紙・別紙あり。若年寄本多忠
徳による海岸巡視の探索書であ
る「探索之趣申上候書付」（旧蓬
左126-197）の別紙。

36.5×47.4

27 柳都海岸略図
（江戸内海海防再編図） 摺物。 35.5×47.8

28 東海道神奈川在横浜 御貿易場
（摺物） 31.8×80.3

29 神奈川横浜交易場 曲輪揚屋図
（摺物） 22.9×58.9

30 神奈川横浜交易場 遊里揚屋図
説（摺物） （安政6年） 「異人交会遊女名前」が記載さ

れている。 22.9×57.0

31 1 （調練図） （徳川慶勝） 1 〜 3ともに帖に直接書き込ま
れている。

31 2 （調練図） （徳川慶勝）
31 3 （調練図） （徳川慶勝）

32 新版御所御かためよし此ふし
（禁裏守衛に関する摺物） 摺物。 18.0×23.4

33 （里言葉・都遊女独案内・都名
物最上家） 元治元年 遊楽舎 摺物。 16.5×34.2

34 当時流行三幅対見立（大繁盛・
明がない・かいてがない ほか）元治元年 摺物。 28.0×38.8



徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
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す
る
一
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察

一
一
一

番号 標題 年代 作成 備考 寸法
（縦×横） ㎝

35 三十石夜船はなし （元治） 元治亭元歳 摺物。2点あり。 18.7×25.6

36 とりおいかへうた
（禁門の変後の御救米につき） 元治元年7月 摺物。 16.9×23.7

37 ないものづくし （元治元年） 摺物。 25.1×33.5
38 大笑へその為替 摺物。 27.1×38.9
39 大新板都流行はんよぶし初編 笑楽亭板 摺物。 24.5×36.0

40 ぎおんしんち無夜あそび 初編
（大津絵節など） 摺物。 24.4×36.1

41 精魚合戦の段（長州戦争風刺） （元治元年） 仕田志軒東菜・
地鯉鮒堂作見板 摺物。 24.6×34.6

42 泰平中国御固附（長州戦争） 元治元年 摺物。 25.9×37.9
43 （水利器械図） 元治元年7月 摺物。説明書きあり。 30.2×41.8

44 長州山口之図（長州戦争・地雷
火など長州武装図） （元治元年） 山口の砲台布陣の様子を描いた

図 40.0×49.2

番号 標題 年代 作成 備考 寸法
（縦×横） ㎝

（見返し）「豆州下田港」（慶勝筆）

1 異国船近海江卸船并右辺乗廻等之絵
図面 （嘉永6年） 彩色。 38.7×53.7

2 1 （蒸気船部分図・バッテイラ略図）（嘉永7年） 横浜上陸と記載あり。 27.6×38.0
2 2 （絵図覚） 2-1に包まれたもの。何か不明。 18.7×25.0
2 3 （覚） 2-1に包まれたもの。何か不明 18.7×25.2
3 軍船図（マセドニンアン号か） （嘉永7年） 36・50と同じ。 28.4×38.3
4 蒸気船使節船（ポーハタン号） （嘉永7年） 28.5×38.7
5 （ボート砲の砲車で箱を運ぶ図） （嘉永7年） 説明書きあり。ペリー贈呈品。 27.7×37.7

6 亜墨利加国王ゟ進献之船形大略
（バッテイラ三艘図） （嘉永7年） 説明書きあり。ペリー贈呈品。 38.7×28.4

7 軍船略図 （嘉永7年） 説明書きあり。星条旗・水桶の図と
も。 28.5×38.1

8 （異国人軍帽・軍服部分図） （嘉永7年） 説明書きあり。 28.4×38.9

9 於浦賀製造相成候船ノ図
（バッテイラ図） 説明書きあり。 27.6×38.9

10 1 （R.ウィリアム墓図） （嘉永7年） 38.7×27.7
10 2 （R.ウィリアム墓図） （嘉永7年） 38.9×27.5
10 3 （R.ウィリアム墓図） （嘉永7年） 38.7×27.5
11 梯子・縄車輪・箱図 （嘉永7年） ペリー贈呈品。 28.3×38.8

12 異国人
（晴天ノ時上陸図・雨天ノ時上陸図）（嘉永7年） 説明書きあり。 28.5×38.6

13 （木挽町築地蔵屋敷胸墻設置図） 「八間橋」が記載される。 27.4×38.2
14 胸墻平面上ヨリ臨候略図（砲台） 築地蔵屋敷に配置された砲台。 27.6×38.7
15 薩州 三檣艦之図（昇平丸図） 彩色。 39.8×77.4

16 （大筒少人数ニ而揚ケ候器具） 慶勝筆「東都深井町人勘考」と記載
される。 31.5×44.2

17 官艦 鳳凰丸之図 39.1×38.4

18 軍船略図 7とほぼ同じだが、星条旗の星の数
が違う。水桶の図とも。 27.3×38.4

19 於石川嶋大船御製造半出来略図
（旭日丸半出来略図） 29.8×71.5

〔付表2〕「諸品新聞書」巻二
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番号 標題 年代 作成 備考 寸法
（縦×横） ㎝

20 北蝦夷地唐太島アニワ港クシユン
コタン場所魯西亜人土塁囲柵図 27.9×38.5

21 （脱穀農具ほか3点） （嘉永7年） 説明書きあり。ペリー贈呈品。 27.8×38.0
22 （ボート砲の砲車で箱を運ぶ図） （嘉永7年） 5と同じ。ペリー贈呈品。 28.5×38.5
23 （ペリー久里浜上陸略図） （嘉永6年） 彩色。 31.3×43.1

24 （ペリー久里浜上陸図） （嘉永6年） 彩色。彦根城博物館所蔵「ペリー浦
賀来航図」の類本。 39.9×78.8

25 松平誠丸領分 走水之図
（川越藩相州台場） （嘉永6年）

彩色。若年寄本多忠徳による海岸巡
視の探索書である「探索之趣申上候
書付」（旧蓬左126-197）と関連するか。

27.1×101.7

26 一二番之礮台（品川台場砲台） 53と関連。 53.3×38.4

27 武州久良岐郡横浜応接場大略之図
取（ペリー再来航ニ付横浜応接図） （嘉永7年） 48・52と同じ 27.8×40.4

28 （ペリー再来航ニ付夏嶋沖江入込異
国船図） （嘉永7年） 26.8×38.5

29 軍船略図 7とほぼ同じだが、水桶の説明に違
いがある。 27.8×38.3

30 （蒸気船図） 53.6×37.6
31 水師提督彼理肖像（ペリー肖像） （嘉永7年） 43.6×31.8
32 Domme Kragt（ドムメ カラクト） 27.7×38.5

33 相防海岸略図
（ペリー来航・異国船四艘） （嘉永6年）

彩色。若年寄本多忠徳による海岸巡
視の探索書である「探索之趣申上候
書付」（旧蓬左126-197）の別紙か。

27.2×39.0

34 松平誠丸持場 猿嶋之図
（川越藩相州台場） （嘉永6年）

彩色。若年寄本多忠徳による海岸巡
視の探索書である「探索之趣申上候
書付」（旧蓬左126-197）と関連するか。

27.2×38.2

35 （ペリー再来航ニ付横浜応接図） （嘉永7年） 28.4×38.7
36 軍船図（マセドニンアン号か） （嘉永7年） 3・50と同じ。 28.6×37.6
37 進献船形大略（バッテイラ船三艘）（嘉永7年） ペリー贈呈品。6と関連。 38.7×28.4
38 （野戦砲となったボート砲図） （嘉永7年） ペリー贈呈品。精巧な模写。 30.0×41.5
39 （横浜応接所見取図） （嘉永7年） 28.0×40.4
40 （異国人軍帽・軍服部分図） （嘉永7年） 8と同じ。 28.6×38.3
41 蒸気船使節船（ポーハタン号） （嘉永7年） 4と同じ。 28.5×38.7
42 蒸気船使節船（ポーハタン号） （嘉永7年） 4・41と同じ。 27.9×38.1

43 （異国人軍服部分図・バッテイラ図・
蒸気船部分図） （嘉永7年） 2・8と関連 28.4×38.5

44 （異国人軍帽・軍服部分図） （嘉永7年） 8・40と同じ。 28.5×38.7
45 薩州大船図（昇平丸図） （安政元年） 彩色。付箋あり。 31.1×43.2

46 （異国人軍服部分図・バッテイラ図・
蒸気船部分図） （嘉永7年） 43と同じ。 28.4×38.3

47 （船の滑車） （嘉永7年） 「Bok」と記載される。 27.7×38.5
48 （ペリー再来航ニ付横浜応接図） （嘉永7年） 虫損あり。27・52と同じ。 27.8×38.3
49 （軍船図） 彩色。30と関連するか。 54.3×37.2
50 軍艦之図（マセドニンアン号か） （嘉永7年） 3・36と同じ。 28.0×38.2
51 （横浜応接所見取図） （嘉永7年） 39と同じ。 27.9×38.6

52 武州久良岐郡横浜応接場大略之図
取（ペリー再来航ニ付横浜応接図） （嘉永7年） 27・48と同じ。 28.0×40.5

53 三番砲台（品川台場砲台） 26と関連。 38.5×53.0
54 （農具） （嘉永7年） ペリー贈呈品。 27.4×76.5
55 蒸気船凡型（サスケハナ号か） （嘉永7年） 説明書きあり。 27.7×39.2

56 俗に時計と而已申触す
（蒸気車部分） （嘉永7年） 説明書きあり。ペリー贈呈品。65

と関連。 28.0×38.4



徳
川
慶
勝
「
諸
品
新
聞
書
」
に
関
す
る
一
考
察

一
一
三

番号 標題 年代 作成 備考 寸法
（縦×横） ㎝

57 （贈呈品農具類か） （嘉永7年） 説明書きあり。ペリー贈呈品。 28.0×38.2
58 （贈呈品車か） （嘉永7年） 説明書きあり。ペリー贈呈品。 27.7×38.4
59 （蝦夷地絵図） 55.2×52.1

60 蝦夷図
（クナジリ嶋・ヱドロフ嶋など） 82.8×38.4

61 （蝦夷地絵図） 運上屋・掛澗・番所の記載あり。 55.4×38.3
62 （北方諸島絵図） 寛政3年9月 秦鼎 39.3×38.4
63 （蝦夷および周辺図） 28.0×38.7
64 （横浜村浜手応接場右手の円形場）（嘉永7年） 棒杭の記載あり。 28.0×38.5

65 （贈呈品・蒸気車部分） （嘉永7年） 56と関連。説明書きあり。ペリー
贈呈品。 28.0×38.7

66 ALBUM  D ARMES（小銃の図） （嘉永7年） 綴。カラベインほか銃器の名前書付 12.6×19.1
67 軍艦凡型 （嘉永7年） 彩色。説明書きあり。 26.8×38.9

68 （ペリー再来航ニ付神奈川滞船八
艘） （嘉永7年） 27.4×39.1

69 アハダムス（アダムス肖像） （嘉永7年） 43.8×32.0

〔付表3〕「諸品新聞書」巻三

番号 標題 年代 作成 備考 寸法
（縦×横） ㎝

1 韃靼（ダツタン・蒙古） （徳川慶勝） 彩色。実際は「大明」の絵を写した
もの。 27.6×17.6

2 翁加里亜（ヲンカリア・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「欧羅巴」と記載あ
り。 27.6×17.1

3 小人（セウジン・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「同前 小人 波智亜」
と記載あり。 27.6×16.4

4 答加沙谷（タカサゴ・台湾） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「唐土」「国姓爺住
居ノ地」と記載あり。 27.6×16.8

5 亜爾黙尼亜
（アルメニヤ・西天竺） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「天竺ノ西」と記載

あり。 27.6×17.8

6 馬加撒爾
（マカサル・呂宋南の島国） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「呂宋ノ南ニ当ル」

と記載あり。 27.7×18.0

7 莫臥爾（モウセ・南天竺） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「天竺ノ内」と記載
あり。 27.6×18.0

8 刺答蘭
（ラタラン・日本東南海の島国） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「東南島国也」と記

載あり。 27.7×17.8

9 亜媽港臥亜波爾
（アマカウゴアボル・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「島国」と記載あり。 27.6×17.6

10 伯刺西爾
（ハラジイル・南亜墨利加） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「南亜墨利加」と記

載あり。 27.6×18.5

11 度爾格人（トルコ・天竺西） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「天竺西北ニ当」と
記載あり。 27.8×17.2

12 清人（唐土） （徳川慶勝） 彩色。 27.6×18.2
13 和蘭陀人（ヲランダ・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。 27.5×17.5

14 大明国 （徳川慶勝） 彩色。実際は「大清」の絵を写した
もの。 27.6×17.6

15 亜細亜 （徳川慶勝）
彩色。慶勝筆で「魯西亜人武卒」「船
頭」「使節レサノツト」と記載され
ている。

27.6×17.0

16 （半天図柄） （徳川慶勝）
彩色。慶勝筆で「新地日雇かんばん」

「日雇頭取」「日雇 陸ト船ハカハリ
アリ」などと記載あり。

27.6×17.8
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16 （半天図柄） （徳川慶勝）
彩色。慶勝筆で「文武各官補服天青
色　職之大小看前後心補子分別」と
記載あり。

27.5×18.5

17 為匿亜（ギネイヤ・利米亜） （徳川慶勝） 彩色。 27.6×17.8
18 加拂里（カフリ・利米亜） （徳川慶勝） 彩色。 27.5×17.4

19 東京（トンキン・唐土） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「属唐土」と記載あ
り。 27.6×17.6

20 大清 （徳川慶勝） 彩色。実際は「韃靼」の絵を写した
もの。 27.4×17.5

21 工答里亜
（ゴンタウリア・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。 27.5×17.2

22 莫斯哥米亜
（ムスコフビイヤ・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「欧羅巴」と記載あり。27.5×17.3

23 槃朶（ハンダ・蘇門答刺に近い） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「島国」と記載あり。 27.6×17.3
24 朝鮮（チヤウセン） （徳川慶勝） 彩色。 27.4×17.8

25 長人（チヤウジン・南亜墨利加） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「南亜墨利加」と記
載あり 27.5×17.6

26 羅鳥（ラウ・南天竺） （徳川慶勝） 彩色。 27.6×17.5

27 暹羅（シヤムラウ・天竺） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「天竺ノ内」と記載
あり。 27.5×17.7

28 阿勒戀（アロレン・南亜墨利加） （徳川慶勝） 彩色。 27.6×17.3
29 亜費利加（アビリカ・利米亜） （徳川慶勝） 彩色。 27.5×17.0
30 波羅尼亜（ボロニヤ・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「欧羅巴」と記載あり。27.5×17.5
31 大泥亜（タニヤ・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「欧羅巴」と記載あり。27.6×17.4
32 百兒齊亜（ハルシヤ・亜細亜） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「亜細亜」と記載あり。27.6×17.1

33 亜瓦的革
（アガレカ・南亜墨利加） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「南亜墨利加」と記

載あり。 27.4×16.8

34 加拿林（カナリン・亜墨利加） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「亜墨利加」と記載
あり。 27.5×16.9

35 拂郎察（フランス・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。 27.5×17.4

36 齊爾瑪尼亜
（ゼルマニア・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「欧羅巴」と記載あ

り。 27.5×17.8

37 1 （士官行進側面図） （徳川慶勝） 慶勝筆で「クロ革」「水牛皮」「萌黄
或浅黄」などと記載あり。 27.9×14.0

37 2 （士官肩に筒正面及び側面図） （徳川慶勝） 慶勝筆で「二　肩江筒」と記載あり。 28.0×18.6

37 3 （士官筒置き正面図） （徳川慶勝） 慶勝筆で「七　トレハヤコキレハヤ
コ」（号令か）と記載あり。 27.7×10.3

37 4 （士官筒置き正面図） （徳川慶勝）
慶勝筆で「八　コメハヤコ ヌケコ
ミヤ ツケヽヽヲサメコミヤ」（号令
か）と記載あり。

27.8×18.4

37 5 （士官筒構え正面図） （徳川慶勝） 慶勝筆で「十　子ラヘ」（号令か）と
記載あり。 27.7×18.6

37 6 （士官筒構え正面図） （徳川慶勝） 27.9×16.2

37 7 （士官抱え筒・捧げ筒正面図） （徳川慶勝） 慶勝筆で「四　抱筒」「三　サヽケ筒」
と記載あり。 27.8×18.7

37 8 （士官気を付け・下げ筒正面図） （徳川慶勝） 慶勝筆で「一　キヲ付正隊」「五　
サケ筒」と記載あり。 27.7×19.0

37 9 （士官筒構え図） （徳川慶勝）
慶勝筆で「九　カマエ子ラヘ」「六
　カマヘ筒上打金カン付 ヲロセ打
カ子ツヽ左」と記載あり。

27.9×16.0

38 　（比里太尼亜・欧羅巴） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「欧」と記載あり。 27.6×17.7
39 呂宋（ロソン・台湾南の島国） （徳川慶勝） 27.7×18.2
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40 　 爪哇（ジヤワ・唐土南西方） （徳川慶勝） 27.7×17.6

41 蘇門答刺
（スマンダラ・爪哇国の北） （徳川慶勝） 27.7×17.7

42 撒兒木（ザルモ・西天竺） （徳川慶勝） 27.7×17.6
43 1 琉球（リウキウ） （徳川慶勝） 27.7×17.7
43 2 琉球（リウキウ） （徳川慶勝） 27.7×18.0
44 諳厄利亜（インギリヤ・欧羅巴） （徳川慶勝） 27.7×18.1
45 　 兀良哈（ヲランカイ・朝鮮北東） （徳川慶勝） 27.7×18.0

46 1 （品川台場予定図） 嘉永6年秋 （徳川慶勝）
慶勝筆で「嘉永六年秋癸

（ マ マ ）
亥 今度品

川築立之図」と記載あり。一番から
十一番までの台場が記載される。

27.7×34.8

46 2 （台場寸法書上図） （嘉永6年）
8月25日 （徳川慶勝） 慶勝筆で坪数・形状・寸法などが記

載されている。

①27.7×17.8
②27.7×17.9
③27.7×18.1
④27.7×18.2
⑤27.7×18.1

47 意太里亜（イタリア・欧羅巴） （徳川慶勝） 27.7×17.8

48 ボイセンデレーケル （徳川慶勝） 慶勝筆で「是ハ玉ノセンヲ抜モノ也」
と記載あり。 27.7×35.7

49 1 （アメリカ人久里浜上陸図） （嘉永6年）

「アメリカ人久里浜上陸 総人数 
五百余人」などと記載あり。嘉永6
年8月22日付で竹腰正富が提供した
図か。

28.2×35.4

49 2 （久里浜陣図） （嘉永6年）
「久里浜陣推 惣人数千百余人」など
と記載あり。嘉永6年8月22日付で
竹腰正富が提供した図か。

28.0×35.8

49 3 （アメリカ蒸気船図） （嘉永6年） 嘉永6年8月22日付で竹腰正富が提
供した図か。 28.0×37.9

50 （船内各部位図） （徳川慶勝）
彩色。慶勝筆で「万力」「碇」「石火
矢サマ」「拂郎機 紅毛ニテカノント
云」

27.6×17.7

51

西洋記元千七百七十二年「デー
子マルカ」国ノ兵士「アマツク」
島於テ迦農砲ニテ放ツ玉ノ木ヲ
貫ク力ヲ試ミタル表

① 28.0 × 6.4
②28.1×15.1
③28.1×17.9
④28.1×19.2
⑤28.2×18.3
⑥28.1×18.5

52 （西洋砲・砲台・砲丸など研究
備忘録・図） （徳川慶勝）

彩色。慶勝の筆で西洋砲の説明など
が記載されている。銃の種類を書き
付けた紙片（12.3×18.7）が挟み込ま
れている。

①26.1×15.2
②27.7×17.1
③27.7×17.3
④27.7×17.1
⑤27.8×17.1
⑥27.7×17.5
⑦27.7×15.0
⑧27.8×36.8
⑨27.7×17.8
⑩27.7×17.8
⑪27.8×16.3
⑫27.6×16.1
⑬27.8×17.1
⑭27.7×16.7
⑮27.8×18.8
⑯27.7×18.1
⑰27.8×15.4
⑱27.9×16.8
⑲27.7×34.9
⑳27.7×18.9
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53 （カピタン関係の図） （徳川慶勝）

彩色。慶勝筆で「下着」「メリヤス」
「襪 クーヒス」「履 モイル」「袴 フ
ルーク」「褌 ラントルフルト」「踏絵」

「カヒタン居宅玄関前燈籠」などが
記載される。

①27.8×17.3
②27.7×18.6
③27.5×16.6
④27.6×18.5
⑤27.6×18.2
⑥27.8×17.9
⑦27.5×17.6
⑧27.5×15.9
⑨27.5×18.0

54 唐船図 （徳川慶勝） 彩色。 27.7×34.2
55 和蘭陀船 （徳川慶勝） 彩色。 27.7×35.0
56 南京船 本名砂船 （徳川慶勝） 彩色。 27.6×34.2

57 （カピタン関係の図か） （徳川慶勝） 彩色。慶勝筆で「硝子障子」「タン
フキ」「硯図」と記載される。 27.6×17.9


